
「命」は例えば筑後川の流れです。
阿蘇山に源を発し、谷を下り、田畑を潤し、
幾つもの国と町を流れ、有明海にそそぎ、
やがて雲となり雨として山に戻ります。
時に暴威をふるいますが、
川は、幾世紀にもわたって、私たちの「命」と
私たちの郷土を守ってきました。
この川の流れのような「命の大切さ」を
皆さんと一緒に考えましょう。
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も
に
毎

年
伸
び
て
い
ま
す
。「
元
気
に
長
生
き
し
た

い
」
と
い
う
の
は
、誰
も
が
望
む
こ
と
で
し
ょ

う
。
一
方
、
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心

臓
病
、
が
ん
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
な
ど
、
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
病
原
微
生
物
を
原
因

と
し
な
い
病
気
（
非
感
染
性
慢
性
疾
患
）
は

増
え
続
け
て
い
て
、
世
界
の
死
亡
の
74
％
を

占
め
る
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
キ
ラ
ー
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
の
原
因
の
多
く
は
、
喫

煙
、
運
動
不
足
、
塩
分
が
多
い
な
ど
の
食
習

慣
、
過
度
の
飲
酒
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
不
健
康

な
生
活
習
慣
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

生
活
習
慣
は
、
日
々
の
心
が
け
次
第
で
変
え

ら
れ
る
も
の
で
す
が
、こ
の
う
ち
身
体
活
動
・

運
動
が
幅
広
い
病
気
に
予
防
効
果
を
持
ち
、

さ
ら
に
ど
ん
な
運
動
を
ど
の
く
ら
い
す
れ
ば

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
成
果
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
的
な
運
動
習
慣
に
よ
り
予
防
で
き
る

病
気
と
し
て
、
ま
ず
心
臓
や
血
管
の
病
気
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
運
動
は
心
血
管
病
の
原
因

と
な
る
動
脈
硬
化
（
血
管
の
老
化
）
の
進
行

を
遅
ら
せ
ま
す
。
す
で
に
心
筋
梗
塞
や
狭
心

症
に
な
っ
た
方
で
も
、
適
切
な
治
療
を
受
け

て
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
の

悪
化
や
再
発
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
血
管
病
以
外
で
は
、
運
動
は
肥
満
、
２

型
糖
尿
病
、
脳
血
管
障
害
（
脳
梗
塞
や
脳
出

血
）、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
が

ん
の
一
部
（
子
宮
体
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
・

直
腸
が
ん
）
の
発
症
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
、

総
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
さ
ら
に
、
習
慣
的

な
運
動
は
、
加
齢
に
よ
る
筋
肉
減
少
・
筋
力

低
下
を
防
ぎ
、
介
護
予
防
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活

の
質
）
の
改
善
、
認
知
機
能
や
う
つ
症
状
の

改
善
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

運
動
は
骨
格
筋
、
脂
肪
組
織
、
心
臓
・
血

管
、
脳
（
神
経
細
胞
）、
免
疫
機
能
な
ど
、

わ
れ
わ
れ
の
か
ら
だ
の
さ
ま
ざ
ま
な
器
官
に

働
き
か
け
て
、
病
気
の
予
防
と
寿
命
の
延
長

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
「
百
薬
の

長
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

最
新
の
研
究
結
果
を
も
と
に
し
た
「
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動
・
運
動
ガ
イ
ド

２
０
２
３
（
案
）」
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
運
動
の
効
果
」
を
得
る

た
め
に
は
、
一
般
成
人
で
歩
行
ま
た
は
そ
れ

と
同
等
以
上
の
身
体
活
動
を
１
日
60
分
以
上

（
約
８
０
０
０
歩
相
当
）、
さ
ら
に
息
が
弾

み
軽
く
汗
を
か
く
程
度
以
上
の
運
動
を
週
に

60
分
以
上
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
週
２－

３
回
行
う
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
身
体
活
動
は
、
日
常
生
活
の

家
事
、
仕
事
、
通
勤
・
通
学
な
ど
に
伴
う
す

べ
て
の
動
作
か
ら
な
る
「
生
活
活
動
」
と
、

健
康
・
体
力
の
維
持
・
増
進
を
目
的
と
し
て

計
画
的
・
定
期
的
に
実
施
す
る
「
運
動
」
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
１
日
60
分

の
身
体
活
動
は
、
必
ず
し
も
「
今
か
ら
散

歩
！
」
と
構
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通

勤
時
に
一
つ
手
前
の
バ
ス
停
で
降
り
て
歩

く
、
職
場
で
は
別
の
フ
ロ
ア
（
階
）
の
ト
イ

レ
に
行
く
な
ど
、
日
常
の
家
事
や
仕
事
中
の

動
作
を
増
や
す
よ
う
に
常
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
や
や
強
度
の
高
い
速
歩
の
散
歩

や
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
週
１
日
60
分
以

上
行
え
ば
、
推
奨
の
運
動
量
に
達
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
歩
数
や
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

が
表
示
さ
れ
る
携
帯
電
話
の
ア
プ
リ
や
ス

マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
を
活
用
し
、
日
々
の
運
動

量
を
確
か
め
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
す
る
場
合
、
自
身
の
体
重
（
自
重
）

を
利
用
し
た
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
腕
立
て
な
ど
特

別
な
道
具
を
必
要
と
し
な
い
方
法
で
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
実
施
後
の
回
復
時
間
が
必
要
な
の
で
、

１
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ

う
（
図
表
２
）。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
、
身
体
活
動
は

１
日
40
分
、
運
動
は

散
歩
な
ど
の
有
酸
素

運
動
・
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス

運
動
・
柔
軟
運
動
な

ど
多
要
素
か
ら
な
る

運
動
を
週
３
回
以
上

行
う
よ
う
推
奨
し
て

い
ま
す
。
加
齢
に
よ

る
筋
力
低
下
や
転
倒

予
防
の
た
め
に
は
、

高
齢
者
ほ
ど
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ

ン
ス
運
動
が
重
要

で
、
で
き
る
範
囲
で

少
し
づ
つ
取
り
入
れ

る
だ
け
で
も
、
若
い

人
よ
り
そ
の
効
果
を

実
感
し
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

 　

近
年
、「
運
動
不

足
」
に
つ
い
て
の
研

究
も
進
ん
で
い
ま

す
。
睡
眠
時
以
外
の

座
位
や
横
に
な
っ
て

い
る
時
間
が
長
く
な

る
ほ
ど
、
死
亡
リ
ス

ク
が
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
平
日
１
日
の
総
座
位
時
間
が
８
時
間
以

上
の
日
本
人
は
、
男
性
の
38
％
、
女
性
の

33
％
と
多
く
、
日
本
人
の
座
位
時
間
は
世
界

的
に
か
な
り
長
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
２
０
１
３
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
）。

 　

仕
事
で
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
い
方
は
、

時
々
立
っ
て
作
業
を
す
る
な
ど
、
座
り
っ
ぱ

な
し
の
時
間
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
余
暇
時
間
に
中
等
度
以
上
の
運
動
（
か

な
り
の
速
歩
や
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ジ
ョ
ギ
ン

グ
）
を
毎
日
60
分
以
上
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
長
時
間
の
座
位
に
よ
る
リ
ス
ク
増
加
を

軽
減
で
き
る
よ
う
で
す
。

　
「
運
動
は
諸
刃
の
剣
」
で
あ
り
、
運
動
で

病
気
が
悪
化
し
た
り
、
危
険
な
病
気
を
誘
発

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
運
動
時
に

胸
痛
や
息
切
れ
、
め
ま
い
、
失
神
な
ど
の
症

状
が
あ
る
方
、
医
師
か
ら
心
臓
病
と
診
断
さ

れ
た
方
、
治
療
中
の
病
気
の
あ
る
方
、
運
動

で
悪
化
し
そ
う
な
骨
・
関
節
の
問
題
が
あ
る

方
は
、
運
動
を
開
始
す
る
前
に
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
た
り
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

な
ど
し
て
、
安
全
に
運
動
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

筋
力
や
体
力
の
レ
ベ
ル
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
紹
介
し
た
運
動
量
は
「
め
や
す
」

で
す
。
ご
自
身
で
運
動
を
や
っ
て
み
て
「
気

持
ち
が
い
い
〜
や
や
き
つ
い
」
の
程
度
で
、

無
理
を
せ
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
可
能
な
も

の
か
ら
取
り
組
み
、
今
よ
り
少
し
で
も
多
く

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

03　　命を守り、命をつなぐ　第5号 命を守り、命をつなぐ　第5号　　02

日々 の運動は「百薬の長」。
健　 康

　運動不足は、現代の世界中の人々の健康を害する大きな要因のひとつとなっています。
今よりも少しでも多く体を動かすことが、生活習慣病をはじめとするさまざまな病気の予防や治
療に繋がります。元気に長生きするために、今日からおうちでできる簡単な筋力トレーニングを
紹介します。

１
９
８
４
年
久
留
米
大
学
医
学
部
卒
業
、
同
第
３
内
科
入

局
、
１
９
９
３
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
エ
ー
テ
ボ
リ
大
学
留

学
、
２
０
０
９
年
久
留
米
大
学
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
教
授
、
２
０
１
６
年
同
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長
、
２
０

１
７
年
同
人
間
健
康
学
部
教
授
、
２
０
２
１
年
同
学
部
長
。

専
門
は
循
環
器
内
科
。

　メッツ（METs）は身体活
動の強さの単位。安静座位の
状態を１メッツとして、その何
倍の強さであるかで身体活動
の強さを表す。
　メッツに活動時間（時）を
かけたメッツ・時は身体活動
量の単位。 エネルギー消費量
は［メッツ・時×体重（kg）
×1.05］という計算式で換算
できる。

１
日
60
分
以
上
の
身
体
活
動
を

無
理
な
く
、可
能
な
範
囲
で

病
気
の
悪
化
や
再
発
を
防
ぐ

「
元
気
に
長
生
き
」実
践
の
た
め

高
齢
者
に
欠
か
せ
な
い

筋
力
維
持

図表２

おうちでできる
簡単筋力トレーニング
各運動はゆっくりと１０回ずつ

行いましょう。

久留米大学
人間健康学部  
学部長・教授 
 よしだ     のりこ

吉田 典子

公益財団法人長寿科学振興財団　健康長寿ネットより　https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/shintai-training/resistance.html

運動基準・運動指針の改定に関する検討会報告書（2013年3月）より作図

図表１ 身体活動量が最も少ない群に対し、身体活動量が
多くなるにつれ、死亡・病気のリスクは低くなる

相対危険度

０

０.２５

０.５

０.7５

１

４.４
メッツ・時／週

６.６
メッツ・時／週

－14％

２２.４
メッツ・時／週

－17％

４６.４
メッツ・時／週

－21％

椅子スクワット：股関節を曲げるように。

腿上げ：背もたれから背中を離して座り、
片方のももを座面から離れるように上げて
１０秒静止して下す。左右交互に。

足上げ：膝を伸ばして１０秒静止してから
下す。膝の上に力が入っていることを確
認。反対側も同様に。

横向きに寝た状態で上側の足の膝を伸ば
したまま上に上げ、１０秒静止し下ろす。
反対側も同様に。

バックグリッジ：お尻は上げすぎず、腰を反
らさないように１０秒静止しゆっくりと下す。

踵上げ：踵をあげて5秒静止。

膝を曲げ、おへそを見るように、頭から肩
甲骨が床から離れるよう持ち上げ１０秒静
止しゆっくりと元に戻す。

毎日６０分の
歩行にほぼ相
当する身体活
動量の場合
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国
内
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
数
は
、
現
在
１
４
８

０
万
人
と
い
わ
れ
て
お
り
、
20
歳
以
上
の
７

人
に
１
人
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行
す
る
と
、
腎
機
能
が
悪
く

な
る
腎
不
全
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
尿

か
ら
毒
素
な
ど
が
排
泄
で
き
な
く
な
る
と
、

血
液
に
毒
素
が
蓄
積
、
吐
き
気
や
全
身
倦
怠

感
、
む
く
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き

起
こ
し
、
最
終
的
に
は
死
に
至
り
ま
す
。
末

期
腎
不
全
の
状
態
に
な
ら
な
い
と
自
覚
症
状

が
現
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
腎
臓
は
「
沈
黙
の

臓
器
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
末
期
腎
不
全
に

陥
る
と
、
透
析
や
腎
移
植
な
ど
の
腎
代
替
療

法
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
内
の
透
析
患
者
数
は
、
約
34
万
人
を
超

え
て
お
り
、
そ
の
数
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

　

現
在
、
透
析
導
入
腎
疾
患
の
第
１
位
は
糖

尿
病
性
腎
症
で
あ
り
（
38
・
７
％
）、
高
血

圧
に
よ
る
腎
硬
化
症
、
慢
性
腎
炎
と
続
き
ま

す
。
い
っ
た
ん
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
不
可

逆
的
に
悪
化
し
、
末
期
腎
不
全
の
状
態
に
な

る
こ
と
か
ら
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
早
期
発
見
・

治
療
の
た
め
に
、
尿
検
査
や
血
液
検
査
を
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

腎
臓
病
に
は
、
免
疫
な
ど
を
介
し
て
生
じ
る

原
発
性
腎
疾
患
と
全
身
の
疾
患
や
薬
剤
か
ら

影
響
を
受
け
る
二
次
性
腎
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

　

二
次
性
腎
疾
患
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
や
膠
原
病
、
が
ん
、
薬
剤

（
痛
み
止
め
）
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
尿
蛋

白
や
尿
潜
血
が
出
現
し
、
腎
機
能
が
低
下
す

る
疾
患
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

血
液
検
査
で
分
か
る
腎
機
能
の
指
標
に
ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ（
推
算
糸
球
体
濾
過
量
）
が
あ
り
ま

す
。ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
、
血
液
中
の
特
定
の
老
廃

物
の
値
と
年
齢
・
性
別
で
計
算
で
き
、
腎
臓

内
の
毛
糸
球
の
よ
う
な
毛
細
血
管
の
塊
で
あ

る
「
糸
球
体
」
が
１
分
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
血

液
を
濾
過
し
て
尿
を
作
れ
る
か
を
示
し
ま
す
。

　

若
い
方
は
通
常
１
０
０
（
単
位
：ｍ
Ｌ
／

分
／
１
・
73
平
方
メ
ー
ト
ル
）
前
後
で
す
が
、

60
未
満
に
な
る
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
診
断
し
、
30
未

満
で
は
高
度
腎
機
能
低
下
と
な
り
、
５‒

10

程
度
に
低
下
す
る
と
透
析
や
腎
移
植
な
ど
の

治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
検
尿
結
果
は
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
低
下
す

る
前
に
出
現
す
る
腎
障
害
の
サ
イ
ン
な
の

で
、
早
期
発
見
に
重
要
で
す
。
検
尿
は
、
採

血
と
違
っ
て
針
な
ど
を
刺
す
こ
と
も
な
く
、

尿
を
採
る
だ
け
な
の
で
、
侵
襲
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 　

検
尿
に
よ
っ
て
尿
蛋
白
や
尿
潜
血
が
見
ら

れ
れ
ば
、
腎
臓
に
何
か
異
常
が
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
尿
蛋
白
だ
け
、
も
し
く
は
尿

蛋
白
と
血
尿
の
両
方
が
陽
性
で
あ
れ
ば
、
腎

炎
な
ど
を
発
症
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
血
尿
だ
け
の
場
合
に
は
、
腎
が

ん
、
腎
結
石
、
膀
胱
癌
、
膀
胱
炎
な
ど
を
鑑

別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
検
尿
異
常
に
よ
り
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
疑

わ
れ
た
場
合
に
は
、
腎
生
検
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
検
査
は
実
際
に
腎
臓
の
組
織
を
採

取
す
る
検
査
で
、
最
終
診
断
に
必
要
で
す
。

腎
臓
に
針
を
刺
す
た
め
出
血
リ
ス
ク
が
あ

り
、
入
院
の
う
え
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
治
療
は
、
原
疾
患
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
原
発
性
腎
疾
患
と
診
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
免
疫
抑
制
薬
な

ど
で
治
療
を
行
い
ま
す
。
二
次
性
腎
疾
患
の

場
合
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
よ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で

あ
れ
ば
、
血
糖
や
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た

め
に
カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
制
限
、
適
度
な
運

動
、
禁
煙
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で

改
善
が
な
け
れ
ば
薬
物
治
療
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

　

最
近
、
遺
伝
で
腎
機
能
が
悪
化
す
る
腎
疾

患
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
関
連

し
た
家
族
歴
が
あ
る
場
合
に
は
、
遺
伝
性
腎

疾
患
が
腎
機
能
低
下
に
影
響
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
腎
臓
に
た
く
さ

ん
の
嚢
胞
が
で
き
て
腎
機
能
が
悪
化
す
る
常

染
色
体
顕
性
（
優
性
）
多
発
性
嚢
胞
腎
や
、

心
不
全
な
ど
を
合
併
す
る
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
で

す
。
こ
れ
ら
は
早
期
に
診
断
で
き
る
場
合
も

多
く
、
治
療
が
可
能
な
疾
患
で
す
。

　

さ
ら
に
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対
し
て
保
険
適
用
と

な
っ
た
フ
ォ
シ
ー
ガ
や
ジ
ャ
デ
ィ
ア
ン
ス
と

い
う
薬
が
あ
り
ま
す
。
糖
を
尿
に
排
泄
し
て

血
糖
を
下
げ
る
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
で
、
当

初
は
糖
尿
病
治
療
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対
す
る
改
善
効
果
が

報
告
さ
れ
、
国
内
で
も
使
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
治
療
は
、
な
ぜ
腎
機
能
が
悪
化

し
て
い
る
の
か
を
常
に
考
え
て
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
治
療
を
行
っ
て
も
腎

機
能
が
悪
化
し
、ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
５‒

10
程
度

に
低
下
し
た
場
合
に
は
、
腎
代
替
療
法
と
し

て
、
血
液
透
析
、
腹
膜
透
析
、
腎
移
植
、
保

存
的
加
療
を
選
択
し
ま
す
。

　

血
液
透
析
は
、
シ
ャ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
血

管
を
前
腕
や
上
腕
に
作
製
し
、
そ
こ
か
ら
血

液
を
抜
い
て
、
毒
素
を
取
り
除
き
、
身
体
に

戻
す
治
療
法
で
す
。
１
回
４‒

５
時
間
、
週

３
回
行
う
の
で
、
病
院
に
通
院
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

腹
膜
透
析
は
、
自
分
の
お
腹
で
透
析
を
す

る
在
宅
治
療
に
な
り
ま
す
。
お
腹
に
透
析
液

を
入
れ
、
腹
膜
で
毒
素
を
抜
く
方
法
で
、
１

日
に
３‒

４
回
ほ
ど
液
を
交
換
し
ま
す
。
月

に
１
度
程
度
の
病
院
通
院
と
な
り
ま
す
。

　

腎
移
植
は
、
配
偶
者
や
親
族
か
ら
腎
臓
を

提
供
し
て
も
ら
う
生
体
腎
移
植
と
、
亡
く

な
っ
た
方
か
ら
腎
臓
を
提
供
し
て
も
ら
う
献

腎
移
植
が
あ
り
ま
す
。
免
疫
抑
制
薬
を
飲
み

続
け
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
透
析
は
必
要

な
い
の
で
、
生
活
の
質
は
向
上
し
ま
す
。
し

か
し
、
ド
ナ
ー
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
何
も
せ
ず
最
期
を
迎
え
る
保

存
的
腎
臓
療
法
も
手
段
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
腎
代
替
療
法
の
選
択
は
、
患

者
さ
ん
や
医
師
、
看
護
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
共

同
意
思
決
定
と
い
い
ま
す
。
最
終
的
な
目
標

や
治
療
な
ど
を
話
し
合
い
、
適
切
な
治
療
を

見
つ
け
出
す
こ
と
が
、
患
者
さ
ん
の
健
康
寿

命
の
延
伸
に
重
要
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
や
進
展
を
阻
止
す
る
た

め
、
普
段
の
生
活
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ

と
を
ま
と
め
ま
し
た
（
図
表
２
）。
透
析
に

な
ら
な
い
よ
う
積
極
的
に
健
診
を
受
診
し
、

異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
か
か
り
つ
け

医
や
専
門
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
、
適
切

な
検
査
や
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
大
切

な
ご
家
族
が
悲
し
ま
な
い
た
め
に
も
、
定
期

的
な
健
診
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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新たな国民病  慢性腎臓病CKD

早期に見つけ、透析を避ける。

病 気  【CKD】

　腎臓の働きが健康な人の６割未満に低下するか、タンパク尿が出るといった異常が３か月以上
続く状態を CKD（chronic kidney disease＝慢性腎臓病）といいます。加齢とともに腎機能が
低下するので、高齢者ほど CKD が多くなります。透析にならないよう定期的に健康診断を受け、
異常がある場合には、かかりつけ医や専門医療機関で適切な検査や治療を受けてください。

１
９
９
３
年
久
留
米
大
学
医
学
部
卒
業
、
第
三
内
科
（
現
心

臓
血
管
内
科
）
入
局
、
２
０
０
２
年
同
腎
臓
内
科
学
講
座
入

局
、
２
０
０
４
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｂ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ 

Ｉ
Ｄ
Ｉ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｄ
ｉ
ａ
ｂ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ

ｕ
ｔ
ｅ
ｓ
留
学
、
２
０
０
９
年
同
准
教
授
、
２
０
１
５
年
５

月
現
職
。
専
門
は
腎
臓
内
科
学
。

生
活
習
慣
病
な
ど
が
原
因
に

適
切
な
腎
代
替
療
法
の
選
択

患
者
は
20
歳
以
上
の

７
人
に
１
人

異
常
あ
れ
ば
検
査
・
治
療
を

注
目
さ
れ
る
遺
伝
性
腎
疾
患

図表 2

図表 1　慢性透析患者数と年齢分布の推移  （1982-2022 年）

久留米大学医学部
内科学講座  
腎臓内科部門教授 
 ふ かみ     けい

深水  圭

2022年

■ 90歳～

■ 80歳～89歳

■ 75歳～79歳

■ 70歳～74歳

■ 65歳～69歳

■ 60歳～64歳

■ 50歳～59歳

■ 40歳～49歳

■ 30歳～39歳

■ 20歳～29歳

■ ～19歳

日本透析医学会「わが国の慢性透析療法の現況」（2022年）・一部改変

65
歳
以
上 

69
・
５
％

CKD 予防のため普段の生活で気をつけること
血 圧
塩分制限
体重管理
コレステロール
薬
喫 煙
運 動
飲 水

130/80mmHg 未満を目標に！
高血圧があれば６g/日未満を目指しましょう！
肥満、極度の痩せすぎに注意！
悪玉（LDL）コレステロールを120mg/dL 未満に！
忘れずに！ 痛み止めはあまり使わないように！
禁煙を！
適度な運動を！
夏場など脱水に注意！



　

肝
細
胞
が
ん
の
患
者
数
は
、
以
前
か
ら
西

高
東
低
の
傾
向
が
あ
り
、
特
に
佐
賀
県
東
部

や
福
岡
県
南
部
は
、
全
国
で
も
屈
指
の
肝
細

胞
が
ん
多
発
地
帯
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
以
前
筑
後
川
に
生
息
し
て
い
た
日
本
住

血
吸
虫
に
感
染
し
た
患
者
の
治
療
に
よ
り
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
散
し
、
そ
の

後
の
肝
細
胞
が
ん
の
大
量
発
症
に
繋
が
っ
た

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
そ
の
筑
後
川
の
川
べ
り
に
位
置

す
る
久
留
米
大
学
に
お
い
て
、
以
前
か
ら
肝

細
胞
が
ん
に
対
し
病
理
、
外
科
、
内
科
で
活

発
に
研
究
や
診
療
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

も
、
至
極
自
然
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど

の
画
像
診
断
の
発
達
が
不
十
分
で
あ
っ
た
１

９
８
０
年
以
前
は
、
肝
切
除
な
ど
に
よ
る
根

治
術
可
能
な
段
階
で
の
発
見
が
困
難
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
症
例
が
腹
痛
な
ど
の
自
覚

症
状
で
病
院
を
受
診
し
、
巨
大
肝
細
胞
が
ん

と
し
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
肝
細

胞
が
ん
の
予
後
は
極
め
て
不
良
で
、
私
が
学

生
時
代
に
勉
強
し
た
内
科
学
書
に
は
、
肝
細

胞
が
ん
の
予
後
は
確
か
３‒

６
か
月
程
度
と

記
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
超
音

波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
が
普
及
し
、
さ
ら
に
肝
細
胞

が
ん
早
期
発
見
の
た
め
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

の
方
法
や
早
期
肝
細
胞
が
ん
の
病
理
学
的
概

念
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
肝
細
胞

が
ん
の
診
断
が
容
易
と
な
り
、
エ
タ
ノ
ー
ル

注
入
療
法
、
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
療
法
、
そ
し

て
現
在
に
お
け
る
内
科
的
根
治
術
の
主
力
で

あ
る
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
が
相
次
い
で
登
場

し
ま
し
た
。
外
科
的
治
療
で
は
肝
臓
移
植
が

導
入
さ
れ
、
ド
ナ
ー
不
足
の
問
題
は
あ
る
も

の
の
、
現
在
最
も
予
後
の
良
い
治
療
法
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
治
療
法
の
発
達
に
よ
り
、
予
後
も

急
速
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
門
脈

浸
潤
な
ど
高
度
に
進
行
し
た
肝
細
胞
が
ん
に

対
し
、
一
部
の
施
設
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
留

置
し
、
皮
下
に
埋
め
込
ん
だ
ポ
ー
ト
か
ら
繰

り
返
し
抗
が
ん
剤
を
注
入
す
る
肝
動
注
化
学

療
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で

は
治
療
法
が
な
か
っ
た
脈
管
侵
襲
を
伴
う
肝

細
胞
が
ん
に
対
し
て
も
治
療
の
門
戸
が
開
け

ら
れ
ま
し
た
（
図
表
１
）。

　

当
時
、
肝
細
胞
が
ん
の
臨
床
研
究
は
、
欧

米
で
ほ
と
ん
ど
興
味
を
持
た
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
多
く
の
研
究
が
わ
が
国
か
ら

発
信
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
当
時

は
大
規
模
な
無
作
為
前
向
き
比
較
試
験
と
い

う
概
念
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
研
究
の
多
く

が
後
ろ
向
き
小
規
模
な
研
究
で
あ
り
、
エ
ビ

デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
低
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
傾
向
は
現
在
ま
で
続
き
、
分
子
標
的
薬

の
登
場
と
と
も
に
急
速
に
普
及
し
た
無
作
為
前

向
き
比
較
試
験
が
欧
米
で
積
極
的
に
行
わ
れ
、

肝
細
胞
が
ん
の
臨
床
研
究
の
主
導
権
は
、
欧
米

の
研
究
者
が
握
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
、Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
試
験
に
よ
り

分
子
標
的
薬
の
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
が
切
除
不
能

進
行
肝
細
胞
が
ん
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ

と
が
大
規
模
な
無
作
為
比
較
試
験
で
証
明
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
、
本
邦
発
の

レ
ン
バ
チ
ニ
ブ
が
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
と
の
比
較

で
非
劣
勢
が
証
明
さ
れ
、
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
と

共
に
一
次
治
療
薬
と
し
て
使
用
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

二
次
治
療
薬
と
し
て
は
、
レ
ゴ
ラ
フ
ェ
ニ

ブ
、
ラ
ム
シ
ル
マ
ブ
、
カ
ボ
ザ
ン
チ
ニ
ブ
が

登
場
、
一
次
治
療
薬
で
治
療
効
果
が
得
ら
れ

な
く
な
っ
た
症
例
も
治
療
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
腫
瘍
免
疫
を
活
性
化
（
免

疫
チ
ェ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
）
す
る
抗
Ｐ

Ｄ‒

Ｌ
１
抗
体
の
ア
テ
ゾ
リ
ズ
マ
ブ
と
抗
Ｖ

Ｅ
Ｇ
Ｆ
抗
体
の
ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
の
併
用
療
法

が
使
用
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
２
０
２
３
年

に
抗
Ｐ
Ｄ‒

Ｌ
１
抗
体
の
デ
ュ
ル
マ
ル
マ
ブ

と
抗
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ａ‒

４
抗
体
の
ト
レ
メ
リ
ム
マ

ブ
の
２
種
類
の
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
剤
の
併
用
療
法
も
使
用
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
５
種
類
の
分
子
標
的
薬
と
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
を
用
い
た
２
種

類
の
全
身
薬
物
療
法
が
使
用
で
き
ま
す
が
、

第
一
選
択
薬
と
し
て
ア
テ
ゾ
リ
ズ
マ
ブ
＋
ベ

バ
シ
ズ
マ
ブ
、
も
し
く
は
デ
ュ
ル
マ
ル
マ
ブ

＋
ト
レ
メ
リ
ム
マ
ブ
の
ど
ち
ら
か
の
治
療
法

を
用
い
、
そ
の
後
、
分
子
標
的
を
用
い
る
の

が
標
準
的
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

分
子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
剤
の
導
入
に
よ
り
、
遠
隔
転
移
の
あ
る

肝
細
胞
が
ん
に
対
し
て
も
治
療
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
が
、
肝
予
備
能
が
良
好
な
症
例
に

限
ら
れ
て
い
る
の
が
難
点
で
す
。

　

今
後
さ
ら
に
肝
細
胞
が
ん
症
例
の
予
後
を
改

善
す
る
た
め
に
は
、
非
根
治
症
例
の
治
療
に
お

い
て
、
肝
動
脈
化
学
塞
栓
術
と
薬
物
療
法
の
併

用
の
よ
う
に
、
複
合
治
療
で
各
々
の
治
療
法
の

長
所
を
合
算
し
て
、
よ
り
強
い
治
療
効
果
を
引

き
出
す
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
現
在
の
治
療
法
の
多
く
は
肝
予
備
能
が

比
較
的
良
好
な
症
例
を
対
象
に
し
て
い
る

が
、
実
際
は
肝
予
備
能
が
低
下
し
て
い
る
肝

細
胞
が
ん
が
か
な
り
存
在
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
機
能
の
低
下
し
た
肝
臓
に
ダ
メ
ー
ジ
の

少
な
い
治
療
法
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

わ
が
国
で
の
肝
細
胞
が
ん
の
治
療
法
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
多
く
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
い
る
も

の
の
、
海
外
の
デ
ー
タ
が
多
く
用
い
ら
れ
、

実
臨
床
と
乖
離
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
多
少
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て

も
、
日
本
の
デ
ー
タ
を
多
用
し
、
実
臨
床
に

即
し
た
も
の
に
修
正
し
た
ほ
う
が
使
い
や
す

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

07　　命を守り、命をつなぐ　第5号 命を守り、命をつなぐ　第5号　　06

免疫力を活性化、肝細胞がん排除

画期的な治療薬が続々登場。

病 気  【肝細胞がん】

　肝臓にできる肝臓がん（肝がん）のうち、肝臓の主な細胞である肝細胞が肝硬変などによって
がん化したものを肝細胞がんと呼びます。肝細胞がんは、一度根治をしても高率に再発をきたす
厄介な悪性腫瘍です。しかし２００９年以降、治療効果の高い薬物療法などが相次いで登場し、
遠隔転移のある肝細胞がんに対しても治療が可能となりました。

１
９
８
２
年
久
留
米
大
学
医
学
部
卒
業
、
同
第
二
内
科
入

局
、
２
０
０
６
年
久
留
米
大
学
病
院
肝
癌
セ
ン
タ
ー
長
、
２

０
１
１
年
久
留
米
大
学
先
端
癌
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、

２
０
１
３
年
同
医
学
部
内
科
学
講
座
消
化
器
内
科
部
門
教

授
、
２
０
１
６
年
久
留
米
大
学
病
院
副
院
長
、
２
０
２
２
年

現
職
。
専
門
は
消
化
器
内
科
学
。

進
行
が
ん
に
対
応
す
る

化
学
療
法
も

進
化
し
た
標
準
的
薬
物
療
法

国
内
の
臨
床
デ
ー
タ
活
用
を

福
岡
県
南
部
に
多
い

肝
細
胞
が
ん

図表 1  治療法の変遷 図表 2  肝細胞がんの病期分類

大牟田市立病院 
病院長 
 とりむら     たくじ

鳥村 拓司
肝細胞がんの病期は、がんの大きさや個数、がんがほかの臓器に転移しているかなどによって決まり
ます。病期分類にはいくつかの種類があり、「臨床・病理 原発性肝癌取扱い規約」（日本肝癌研究
会編）などが用いられます。分類法によって、同じステージでも内容が異なります。

国立がん研究センター東病院ホームページ・一部改変

１
９
７
０
年
代

１
９
８
０
年
代

１
９
９
０
年
代

２
０
０
０
年
代

２
０
１
０
年
代

２
０
２
０
年
代

肝切除

エタノール注入療法〈１９８３年〉
肝動脈化学塞栓療法〈１９８５年〉

マイクロ波凝固療法〈１９94 年〉
肝動注化学療法〈１９95 年〉

ラジオ波焼灼療法〈１９99 年〉

分子標的薬〈２００９年〉

－

免疫チェックポイント阻害薬
〈２０２０年〉

遠隔転移がある ⅣB期

リンパ節転移はあるが、遠隔転移はない ⅣA期

リンパ節・遠隔臓器に転移がない Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

T１ T２ T３ T４

①腫瘍が 1つに限られる

②腫瘍の大きさが 2cm以下

③脈管（門脈、静脈、胆管）に
　広がっていない

①②③
すべて合致

２項目合致 １項目合致 すべて
合致せず

２cm
以下 /以上

●　/　●
脈管侵襲
なし/あり
●　/　●



　

現
在
の
日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
心
不
全
の
患
者
数

は
年
々
増
加
し
、
２
０
３
０
年
に
ピ
ー
ク
に

達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
近
い
将
来
、
高
齢
心
不
全
患
者
が
大
幅

に
増
加
す
る
「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
の

到
来
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
不
全
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
状
態
に
な
る
と
、
病
院
が
高
齢
心

不
全
患
者
で
あ
ふ
れ
、
急
性
期
治
療
が
必
要

な
患
者
の
病
床
確
保
が
困
難
と
な
る
事
態
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
心
不
全
を
予
防
し
、
再
発
さ
せ
な
い

治
療
が
重
要
で
す
。

　

心
不
全
は
徐
々
に
進
行
し
ま
す
。
２
０
１

７
年
に
は
、
日
本
循
環
器
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
、
心
不
全
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
ス
テ
ー
ジ
分
類（
Ａ
〜
Ｄ
）が
示
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
分
類
に
応
じ
た
推
奨

治
療
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
１
）。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
心
不
全
と
診
断
さ
れ

る
前
か
ら
の
管
理
が
と
て
も
重
要
で
、
無
症

候
で
も
心
不
全
に
な
り
そ
う
な
高
リ
ス
ク
群

で
あ
れ
ば
、
早
期
に
治
療
介
入
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
生
活
習
慣
病

の
な
い
人
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
に
な
ら
な

い
、
肥
満
が
あ
れ
ば
適
切
に
減
量
す
る
、
喫

煙
し
て
い
る
人
は
禁
煙
す
る
な
ど
、
自
身
の

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
は
、
心
不
全
に
な

ら
な
い
た
め
の
大
事
な
心
得
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

　

心
不
全
、
特
に
左
心
機
能
が
低
下
し
た
心

不
全
（
Ｈ
Ｆ
ｒ
Ｅ
Ｆ
）
に
対
し
て
は
、Ａ
Ｃ

Ｅ
阻
害
薬
／
Ａ
Ｒ
Ｂ
＋
β
遮
断
薬
＋
ミ
ネ
ラ

ル
コ
ル
チ
コ
イ
ド
拮
抗
薬
（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）＋
利

尿
薬
な
ど
が
基
本
治
療
薬
と
し
て
従
来
か
ら

長
ら
く
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
ネ
プ

リ
ラ
イ
シ
ン
阻
害
剤
（
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
）、Ｓ
Ｇ
Ｌ

Ｔ
２
阻
害
剤
（
本
来
は
糖
尿
病
治
療
薬
）
な

ど
新
規
の
薬
物
療
法
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
相
次

い
で
報
告
さ
れ
、
２
０
２
１
年
に
日
本
循
環

器
学
会
の
「
心
不
全
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
心
不
全
治
療
の
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
／
Ａ
Ｒ
Ｂ

＋
β
遮
断
薬
＋
Ｍ
Ｒ
Ａ
を
治
療
の
基
本
薬

と
し
て
最
大
限
用
い
て
、
効
果
が
不
十
分

な
場
合
に
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
／
Ａ
Ｒ
Ｂ
を

Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
考
慮

し
、
さ
ら
に
糖
尿
病
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
心
不
全
悪
化
も
し
く
は
心
血
管
死
の
複

合
イ
ベ
ン
ト
抑
制
を
期
待
し
て
、Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ

２
阻
害
薬
の
導
入
も
考
慮
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
利
尿
薬
に
つ
い

て
は
、
臓
器
う
っ
血
に
応
じ
て
用
量
を
調
整

し
使
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
併
用
薬
と
し
て
記
載
さ
れ
る
な
ど
、

新
規
心
不
全
治
療
薬
の
登
場
に
よ
り
、
そ
の

使
い
方
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

（
川
﨑
）

　

心
不
全
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
弁
膜
症
な

ど
の
構
造
的
心
疾
患
に
対
し
、
近
年
カ
テ
ー

テ
ル
を
用
い
た
低
侵
襲
治
療
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
大
動
脈

弁
狭
窄
症
（
Ａ
Ｓ
）
に
対
す
る
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ （
経

カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
留
置
術
）
と
、
僧

帽
弁
閉
鎖
不
全
症
に
対
す
る
マ
イ
ト
ラ
ク

リ
ッ
プ
（
経
皮
的
僧
帽
弁
接
合
不
全
修
復

術
）
が
あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
、
大
腿
動
脈
か
ら
挿
入
し
人

工
弁
を
取
り
付
け
た
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い

て
、
傷
ん
だ
大
動
脈
弁
の
内
側
に
人
工
弁
を

留
置
し
ま
す
。
従
来
の
外
科
的
人
工
弁
置
換

術
に
比
べ
て
、
人
工
心
肺
を
用
い
ず
開
胸
し

な
い
た
め
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
入
院

期
間
も
短
く
な
る
た
め
、
高
齢
者
で
も
治
療

が
可
能
で
す
。

　

高
齢
者
の
Ａ
Ｓ
の
主
な
原
因
は
、
加
齢
に

伴
う
動
脈
硬
化
と
い
わ
れ
、
超
高
齢
社
会
の

日
本
で
も
Ａ
Ｓ
患
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
海
外
の
デ
ー
タ
で
は
75
歳
以
上
の
Ａ
Ｓ

罹
病
率
は
な
ん
と
10
％
以
上
、
そ
の
う
ち
治

療
介
入
を
検
討
す
べ
き
重
症
Ａ
Ｓ
が
約
３
％

と
い
う
報
告
も
あ
り
、
そ
の
多
さ
が
分
か
り

ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
治
療

に
成
功
し
た
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
で
す
が
、
日
本
で
は

２
０
１
３
年
に
治
療
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

初
年
度
は
全
国
で
93
件
、
翌
２
０
１
４
年
に

は
９
５
７
件
、
そ
の
後
右
肩
上
が
り
に
増

加
、
２
０
１
９
年
に
は
８
０
０
０
件
を
超

え
、
外
科
的
弁
置
換
と
ほ
ぼ
同
じ
症
例
数
ま

で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ
は
、
大
腿
静
脈
か
ら

挿
入
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
、
僧
帽
弁

閉
鎖
不
全
症
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
僧
帽
弁

前
尖
と
後
尖
の
接
合
不
全
部
分
に
ク
リ
ッ
プ

を
か
け
る
こ
と
で
接
合
不
全
を
修
復
し
、
逆

流
を
制
御
す
る
方
法
で
す
。
僧
帽
弁
の
逸
脱

な
ど
に
よ
る
器
質
的
逆
流
（
Ｄ
Ｍ
Ｒ
）
は
外

科
治
療
が
第
一
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
心
筋
梗
塞
や
心
筋
症
な
ど
に
よ
っ
て
生

じ
た
左
室
拡
大
の
結
果
生
じ
た
僧
帽
弁
逆
流

や
、
心
房
細
動
に
よ
る
心
房
拡
大
／
弁
輪
拡

大
に
よ
る
機
能
的
逆
流
（
Ｆ
Ｍ
Ｒ
）
の
場
合

は
、
僧
帽
弁
の
形
態
・
年
齢
・
心
機
能
・
併

存
疾
患
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
外
科
治

療
と
マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ
の
治
療
選
択
を
慎

重
に
検
討
、
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

心
雑
音
が
す
る
、
心
臓
が
大
き
い
、
少
し

動
く
と
息
切
れ
が
す
る
、
す
ぐ
に
深
呼
吸
を

し
た
く
な
る
な
ど
、
心
疾
患
を
疑
う
症
状
の

場
合
は
、
循
環
器
専
門
医
の
受
診
を
検
討
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
低
侵

襲
の
弁
膜
症
治
療
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
治
療

件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
が
、
従
来
の
外
科
的
弁
置
換
が
な
く
な
る

こ
と
は
な
く
、
そ
の
実
績
と
確
実
性
か
ら
も

若
い
弁
膜
症
患
者
に
お
い
て
は
第
一
選
択
の

治
療
法
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
の
弁
膜
症

患
者
を
年
齢
や
併
存
疾
患
、全
身
の
状
態
（
フ

レ
イ
ル
の
程
度
）、
ご
本
人
の
希
望
な
ど
を

考
慮
し
、
外
科
的
手
術
と
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
を
内
科
・
外
科
の

垣
根
を
取
り
払
っ
た
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
で
決
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
古
賀
）
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心不全治療、新薬と手術で様変わり

発症以前の早期介入が肝要。

病 気  【心不全】

　心不全とは「心臓のポンプ機能が低下して、全身の臓器が必要とする血液を十分に送り出せなく
なった状態」のことです。急性心不全で入院した人の約６％が入院中に、約２３％が 1 年以内にそ
れぞれ亡くなり、また約２６％が 1年以内に心不全によって再入院するといわれています。

１
９
９
３
年
熊
本
大
学
卒
業
。
２
０
０
９
年
新
古
賀
病
院
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
循
環
器
内
科
部
長
、
２
０
１
８
年
同
主
任

部
長
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
同
心
臓
血
管
・
リ
ズ
ム
セ
ン

タ
ー
長
。
日
本
内
科
学
会
総
合
内
科
専
門
医
、
日
本
循
環
器

学
会
専
門
医
、
日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学

会
専
門
医
。

大
切
な
予
防
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

負
担
少
な
い

マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ

治
療
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
大
幅
改
定

心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
到
来

新古賀病院
心臓血管・リズム 
センター長
 こ   が     ひさし

古賀 久士

１
９
８
８
年
大
分
医
科
大
学
卒
業
。
２
０
０
２
年
新
古
賀
病

院
循
環
器
科
部
長
、
２
０
０
３
年
同
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
（
内
科
部
長
）、
２
０
０
９
年
同
セ
ン
タ
ー
長
、

２
０
１
２
年
同
副
院
長
兼
心
臓
血
管
・
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

長
、
２
０
２
２
年
現
職
。
久
留
米
大
学
医
学
部
臨
床
教
授
。

専
門
は
循
環
器
内
科
。

新古賀病院
病院長 

かわさき   ともひろ

川﨑 友裕

心
不
全
の
原
因
と
治
療

高
齢
者
で
も
可
能
な
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

最
新
の
低
侵
襲
治
療

日本心不全学会「心不全手帳 第2版」・一部改変

▶▶ ▶ステージA ステージB ステージC ステージD

リスク因子 無症候性 軽 症 中等症 重 症

身体機能

時間

急激な悪化

突然死

高血圧
糖尿病
肥満
動脈硬化など

図表 1　心不全の進展ステージ

図表2

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
る
低
侵
襲
治
療
の
概
念
図
。高
齢
者
で
も
適
応
可
能
な
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
上
）

と
弁
接
合
不
全
を
解
消
す
る
マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ（
下
）



　

糖
尿
病
は
一
般
的
に
、
１
型
糖
尿
病
（
自

己
免
疫
に
よ
り
膵
臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
産
生
が

不
足
）
と
２
型
糖
尿
病
（
細
胞
が
イ
ン
ス
リ

ン
の
作
用
に
十
分
に
反
応
で
き
な
く
な
る
）

の
二
つ
の
主
要
な
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
は
異
な
る
原
因

と
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
が
関
与
し
て
い
ま

す
。

　

１
型
糖
尿
病
は
通
常
若
年
層
で
発
症
し
、

免
疫
系
が
誤
っ
て
膵
臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
産
生

を
攻
撃
し
破
壊
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
患
者

は
外
部
か
ら
の
イ
ン
ス
リ
ン
補
給
が
必
要
で

す
。
一
方
、
２
型
糖
尿
病
は
主
に
成
人
で
見

ら
れ
、
生
活
習
慣
、
遺
伝
、
肥
満
な
ど
が
関

与
し
ま
す
。
初
期
は
軽
度
な
症
状
で
進
行

し
、
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
が
一
般
的

で
す
。

　

糖
尿
病
は
、
血
糖
変
動
の
乱
れ
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
、
網
膜
症
（
視
力
障
害
）、
腎
症
（
腎

機
能
低
下
）、
神
経
障
害
（
感
覚
や
運
動
機

能
の
低
下
）、
動
脈
硬
化
（
心
血
管
疾
患
・

末
梢
動
脈
疾
患
）、
認
知
症
や
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。

　

糖
尿
病
の
主
な
症
状
に
は
、
多
尿
、
の
ど

の
渇
き
、
体
重
減
少
、
疲
労
感
、
視
覚
の
変

化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

症
状
は
高
血
糖
状
態
が
一
定
の
期
間
継
続
さ

れ
た
の
ち
に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
す
で
に

病
状
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
な
ど
が
み
ら
れ
る
前
に
、
検

診
な
ど
で
の
早
期
の
検
査
と
診
断
が
重
要
で

す
。

　

検
査
に
は
、
血
糖
に
関
連
す
る
検
査
と
し

て
、
空
腹
時
ま
た
は
随
時
の
血
糖
検
査
、Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
測
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
分
泌
や
抵
抗
性
に
関
す
る
検
査
と
し

て
、
イ
ン
ス
リ
ン
や
Ｃ
ペ
プ
チ
ド
測
定
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
診
断
に
重
要
な

検
査
と
し
て
、
７
５

ｇ
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負

荷
試
験
が
あ
り
ま

す
。
色
々
な
状
況
で

糖
尿
病
が
疑
わ
れ
た

時
に
は
、
糖
負
荷
試

験
が
重
要
で
す
。

　

治
療
の
目
標
は
、

糖
尿
病
を
持
た
な
い

人
と
変
わ
ら
な
い
寿

命
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活

の
質
）
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
血
糖
レ

ベ
ル
を
適
切
に
管
理

し
、
糖
尿
病
の
発

症
、
合
併
症
の
予
防

や
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
で
す
。（
図
表

１
）

　

生
活
環
境
の
改
善
は
と
て
も
重
要
で
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
切
な
運
動
、
体

重
管
理
、
充
実
し
た
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
が
血
糖
だ
け
で
は
な
く
健
康
管
理
に
効

果
的
で
す
。
２
０
２
３
年
11
月
に
は
「
英
国

糖
尿
病
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
（U

K diabetes 
prevention program

）」
と
い
う
研
究
の

成
果
が
科
学
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
生
活
習
慣
へ
の
介
入
に
よ
っ
て

糖
尿
病
を
抑
制
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
規
模

な
集
団
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
生
活
環
境
へ
の
介
入
で
病
態
の
改

善
が
不
十
分
な
場
合
や
高
血
糖
が
著
し
い
場

合
は
、
病
態
に
応
じ
た
薬
物
療
法
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
型
糖
尿
病
で
は

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
が
主
流
で
あ
り
、
２
型
糖

尿
病
で
は
食
事
療
法
、
運
動
、
経
口
血
糖
降

下
薬
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
イ
ン
ス
リ
ン

や
Ｇ
Ｌ
Ｐ‒

１
受
容
体
作
動
薬
な
ど
の
療
法

が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
慢
性
的
な
疾
患
で
あ
り
、
治
療

と
管
理
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
近
の
調
査
で
は
、
以
前
に
比
べ
る
と
生
活

環
境
の
見
直
し
や
治
療
法
の
進
歩
で
、
血
管

障
害
な
ど
の
病
気
で
死
亡
す
る
割
合
は
低
下

し
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。
早
期
の
発
見
と

適
切
な
ケ
ア
に
よ
り
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
を

軽
減
し
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
検
査
や
治
療

の
継
続
が
大
切
で
、
糖
尿
病
を
持
つ
人
や
そ

の
家
族
な
ど
が
積
極
的
に
ケ
ア
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
際
に
医
療
機
関
で
糖

尿
病
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
や
ス
ト
レ

ス
管
理
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

以
上
で
お
分
か
り
の
通
り
、
糖
尿
病
は
、

遺
伝
・
環
境
・
行
動
の
複
合
疾
患
（non- 

com
m
unicable disease

）
で
す
。
生
活

習
慣
を
唯
一
の
原
因
と
す
る
の
は
、
誤
解
か

つ
誤
り
で
、
生
活
習
慣
の
背
景
に
あ
る
周
辺

環
境
や
社
会
経
済
、
文
化
要
因
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機

に
、
色
々
な
場
面
で
分
断
が
起
こ
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
糖
尿
病
に
関
す
る
医
療
状

況
も
例
外
で
は
な
く
、
糖
尿
病
を
持
つ
人
へ

の
ス
テ
ィ
グ
マ
（
烙
印
）
が
助
長
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
持
つ
人
だ
け
で
は
な
く
医
療
従

事
者
や
市
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
で
組
織
さ

れ
て
い
る
日
本
糖
尿
病
協
会
は
近
年
、
そ
の

ス
テ
ィ
グ
マ
を
解
消
し
よ
う
と
活
動
し
て
い

ま
す
。
ア
ド
ポ
カ
シ
ー
活
動
と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
解
消
で
き
な
い
人
に

代
わ
り
、
そ
の
実
現
を
支
援
す
る
活
動
で

す
。
そ
の
一
端
が
「
糖
尿
病
」
と
い
う
呼
称

の
変
更
で
す
。
呼
称
（
病
名
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
が
変
わ
る
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な

く
、
糖
尿
病
と
い
う
言
葉
や
そ
の
響
き
に
ま

つ
わ
る
印
象
を
払
拭
し
た
い
と
の
意
思
で
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
は
何
か
特
別
な
病
態
で
は
な

く
、
何
か
烙
印
を
押
さ
れ
る
状
態
で
は
無

い
。
糖
尿
病
を
持
つ
人
や
そ
の
家
族
が
、
信

頼
で
き
る
医
療
機
関
と
普
通
に
付
き
合
え

ば
、
健
康
的
な
天
寿
を
全
う
で
き
る
」
と
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

患者・予備群2250万人のケアに注力

合併症リスク下げQOL向上。

病 気  【糖尿病】

　糖尿病は、インスリンの不足や効果の低下によって起こる慢性的な代謝異常疾患の一つで、体内
のブドウ糖（血糖）などの栄養素を適切に処理できなくなり、血糖などが高くなります。厚生労働省
の調査では、２０１９年時点で２０歳以上の患者と予備群は、糖尿病を強く疑われる人は治療中を
含め１,１９６万人、可能性を否定できない人１,０５５万人、計２,２５１万人と推定されます。

１
９
８
５
年
熊
本
大
学
医
学
部
卒
業
。
医
学
博
士
（
九
州
大

学
）。
九
州
大
学
病
態
機
能
内
科
学
糖
尿
病
研
究
室
。
日
本

糖
尿
病
学
会
糖
尿
病
専
門
医
、
日
本
糖
尿
病
学
会
研
修
指
導

医
、
日
本
内
分
泌
学
会
内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
領
域
専

門
研
修
指
導
医
、ア
メ
リ
カ
糖
尿
病
協
会
（
A
D
A
）
会
員
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
糖
尿
病
学
会
（
E
A
S
D
）
会
員
。

早
期
の
検
査
・
診
断
が
重
要

「
烙
印
」解
消
に
向
け
た
活
動
も

生
活
環
境
の
改
善
で
病
態
抑
制

社
会
経
済
や
文
化
要
因
を
考
慮

１
型
と
２
型
、二
つ
の
タ
イ
プ

聖マリア病院
糖尿病センター長 
 さとう      ゆういち

佐藤 雄一
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図表 2  糖尿病患者と一般人の死因別死亡率の推移

日本人の糖尿病患者が病気で死亡する割合は低下し続けている

■ 日本人（一般）　
■ 日本人（糖尿病）

血管障害全体 虚血性心疾患

脳血管障害 慢性腎不全
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国立がん研究センター東病院
ホームページ・一部改変

糖尿病のない人と変わらない
寿命とQOL

糖尿病

スティダマ、
社会的不利益、
差別の除去

学会、協会による
アドボカシー活動

高齢化などで
増加する併存症
（サルコペニア、フレイル
認知症、悪性腫瘍など）
の予防・管理

血糖、血圧、脂質代謝の良好なコントロール状態と
適正体重の維持、および禁煙の遵守

糖尿病の合併症
糖尿病細小血管合併症
（網膜症、腎症、神経障害）

および
動脈硬化性疾患

（虚血性心疾患、脳血管障害、
末梢動脈疾患）

の発症、進展の阻止



　

大
腸
は
、
長
さ
約
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
管

状
の
臓
器
で
、
栄
養
分
を
吸
収
し
た
あ
と
の

排
泄
物
か
ら
水
分
な
ど
を
吸
収
し
、
便
を
つ

く
る
た
め
に
必
要
な
臓
器
で
す
。
右
下
腹
部

の
盲
腸
か
ら
始
ま
り
、
結
腸
を
経
て
直
腸
か

ら
肛
門
と
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
臓
器
に
で

き
る
悪
性
腫
瘍
の
代
表
的
な
も
の
が
「
大
腸

が
ん
」
で
す
。

　

部
位
別
に
み
る
と
、Ｓ
状
結
腸
と
直
腸
に

で
き
る
も
の
が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
ま

す
。
最
初
は
内
側
の
粘
膜
か
ら
発
生
し
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
徐
々
に
大
き
く
な

り
、
大
腸
以
外
の
臓
器
に
広
が
っ
て
い
く
疾

患
で
す
。

　

日
本
に
お
い
て
こ
の
「
大
腸
が
ん
」
の
患

者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
年

間
で
15
万
人
の
患
者
さ
ん
が
新
た
に
大
腸
が

ん
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
部
位
別
に
比
べ
て

み
る
と
男
性
で
３
番
目
、
女
性
で
は
２
番
目

に
多
く
、
大
変
身
近
な
が
ん
の
一
つ
と
言
え

ま
す
。
特
に
女
性
で
は
、
部
位
別
の
死
亡
数

で
は
１
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
初
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん

ど
無
症
状
で
す
が
、
病
状
が
進
ん
で
く
る
と

排
便
障
害
（
便
秘
や
下
痢
な
ど
）
や
血
便
（
便

に
血
液
が
混
ざ
る
こ
と
）
な
ど
の
症
状
が
現

れ
ま
す
（
図
表
１
）。
特
に
血
便
に
つ
い
て

は
、
が
ん
が
で
き
た
部
位
で
特
徴
が
異
な

り
、
小
腸
に
近
い
盲
腸
や
上
行
結
腸
に
で
き

た
場
合
は
、黒
色
便
（
黒
い
便
）
と
な
っ
て
、

出
血
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
肛
門
に
近
い
Ｓ
状
結
腸
や
直
腸
に

が
ん
が
で
き
た
場
合
は
、
便
に
赤
い
血
液
が

付
着
す
る
こ
と
で
自
覚
さ
れ
ま
す
。
中
に
は

自
己
判
断
で
痔
だ
と
思
い
こ
ん
で
病
院
を
受

診
さ
れ
な
い
患
者
さ
ん
も
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
出
血
す
る
こ
と
で
気
付

か
な
い
う
ち
に
貧
血
と
な
っ
て
お
り
、
採
血

検
査
で
貧
血
を
指
摘
さ
れ
て
診
断
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
急
な
体
重
減
少
や
腹
部
に
腫
瘤

（
硬
い
塊
）
を
触
れ
る
こ
と
が
発
見
の
動
機

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は

定
期
的
な
健
康
診
断
が
重
要
で
す
。
大
腸
が

ん
検
診
で
通
常
行
わ
れ
て
い
る
検
査
は
、
便

潜
血
反
応
検
査
で
す
。
こ
れ
は
便
の
中
に
混

ざ
っ
て
い
る
わ
ず
か
な
血
液
成
分
を
検
出
す

る
検
査
で
、
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
便
潜
血
反
応
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た

場
合
や
、
血
便
、
下
痢
を
認
め
た
場
合
に
は

肛
門
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
て
検
査
す
る
大

腸
内
視
鏡
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

大
腸
内
視
鏡
検
査
で
は
、
腫
瘍
が
で
き
て

い
る
場
所
や
そ
の
大
き
さ
な
ど
を
直
接
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
そ
の
腫
瘍
の

一
部
を
採
取
す
る
こ
と
で
大
腸
が
ん
の
診
断

を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
腸
が
ん

の
診
断
が
つ
い
た
ら
、
そ
の
広
が
っ
て
い
る

範
囲
を
確
認
し
て
そ
の
後
の
治
療
方
針
を
決

定
す
る
た
め
に
、
全
身
の
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
治
療
法
に
は
、
内
視
鏡
治

療
、
手
術
、
薬
物
療
法
、
放
射
線
療
法
な
ど

が
あ
り
、
が
ん
の
進
行
度
（
ス
テ
ー
ジ
）（
図

表
２
）
に
よ
っ
て
適
切
な
治
療
法
が
選
択
さ

れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
早
期
で
見
つ
か
っ
た
が
ん
に
対

し
て
は
、
内
視
鏡
治
療
で
切
除
す
る
こ
と
が

可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
が
大
き

い
場
合
や
周
囲
の
リ
ン
パ
節
に
転
移
が
疑
わ

れ
る
状
態
だ
と
、
手
術
に
よ
る
腸
管
切
除
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
大
腸
が
ん
の
手

術
で
は
、
腹
腔
鏡
手
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
な

ど
の
あ
ま
り
大
き
な
創
（
き
ず
）
が
残
ら
な

い
低
侵
襲
手
術
を
行
う
施
設
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
肝
臓
や
肺
な
ど
に
転
移
し
た
状
態

（
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
）
に
な
る
と
、
切
除
が
可
能

で
あ
れ
ば
手
術
治
療
を
選
択
し
ま
す
が
、
転

移
し
た
場
所
や
転
移
数
が
多
い
時
な
ど
切
除

が
難
し
い
場
合
に
は
、
薬
物
療
法
や
放
射
線

療
法
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
大
腸
が
ん
の
薬
物
療
法
は
大
き
く

進
歩
し
て
お
り
、
が
ん
の
遺
伝
子
情
報
を
調

べ
た
上
で
、
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
る
薬

物
療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

手
術
で
大
腸
が
ん
を
切
除
で
き
て
も
、
そ

の
後
に
再
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
再
発

す
る
時
期
は
手
術
後
数
か
月
か
ら
数
年
と
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
５
年
以

内
に
再
発
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
術
を
受

け
て
か
ら
最
低
５
年
間
は
、
定
期
的
に
検
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
表
３
）。

　

再
発
し
た
場
合
、
そ
の
再
発
部
位
や
数
な

ど
に
よ
っ
て
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
切
除
が
可
能
で
あ
れ
ば
手
術
療

法
が
選
択
さ
れ
、
難
し
い
場
合
に
は
薬
物
療

法
や
放
射
線
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
そ
の
概
略

を
症
状
か
ら
治
療
な
ど
を
中
心
に
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
字
数
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

手
術
の
具
体
的
な
内
容
や
薬
物
療
法
の
種

類
、
副
作
用
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
伝

え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
腸
が
ん
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
信
用
で
き
な
い
内
容

の
も
の
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
信
用
で
き
る

情
報
サ
イ
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
（
図
表
４
）。

　

こ
の
度
の
内
容
が
、
皆
様
に
と
っ
て
有
益

な
情
報
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

増える大腸がん、年15万人

早期発見に役立つ健康診断。

病 気  【大腸がん】

　大腸がんは、大腸（結腸・直腸）に発生するがんで、腺腫という良性のポリープががん化して
発生するものと、正常な粘膜から直接発生するものがあります。早期では自覚症状がほとんどなく、
進行すると症状が出ることが多くなります。大腸がんの診断から治療までを解説します。

１
９
９
５
年
長
崎
大
学
医
学
部
卒
業
、
第
二
外
科
入
局
、

１
９
９
９
年
同
大
学
院
博
士
課
程
入
学
、
２
０
０
１
年
米

シ
ダ
ー
ズ
・
サ
イ
ナ
イ
医
療
セ
ン
タ
ー
留
学
、
２
０
０
５

年
長
崎
大
学
移
植
・
消
化
器
外
科
助
教
、
２
０
１
５
年
長

崎
大
学
病
院
准
教
授
、
２
０
１
７
年
久
留
米
大
学
外
科
学

講
座
講
師
、
２
０
２
３
年
４
月
同
教
授
。
専
門
は
下
部
消

化
管
外
科
。

初
期
の
段
階
は
ほ
ぼ
無
症
状

信
頼
で
き
る

情
報
サ
イ
ト
の
活
用
を

術
後
５
年
間
は

定
期
検
査
が
必
要

患
者
数
で

男
性
３
位
、女
性
２
位

便
潜
血
反
応
あ
れ
ば

内
視
鏡
検
査

増
え
て
き
た
低
侵
襲
手
術

図表 1  大腸がんの発生部位と割合、主な症状

結 腸

直 腸

図表 2  大腸がんの進行度

図表 3  大腸がんの5年生存率 （2014-2015 年）

図表 4  大腸がんに関する情報サイト

久留米大学
医学部外科学講座
主任教授 
 ふじた      ふみひこ

藤田 文彦
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 : 男女 : Ⅳ期 : 全年齢 : 全体

早期発見・治療が術後成績のカギに



　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
ケ
ア
（com

m
unity-based care

）

と
包
括
ケ
ア
（integrated care

）
の
二
つ

の
考
え
方
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、
地
域
の
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
多
職
種
が
市
区
町
村
や
住

民
と
連
携
し
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
介

護
予
防
、生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し
「
住

み
慣
れ
た
場
所
で
高
齢
者
を
含
む
住
民
の
生

活
を
支
え
合
う
仕
組
み
」
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。
完
成
目
標
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
。
地
域
＝
住
み
慣

れ
た
場
所
と
は
単
な
る
エ
リ
ア
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
味
し
、
生
活
圏
と
し
て

約
30
分
以
内
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、
個
々
人
が

具
体
的
に
介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
の
基
本
と
な
る
の
が
公
的
介
護
保
険
で

す
。
高
齢
者
の
介
護
・
介
護
予
防
を
社
会
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
国
が
２
０
０

０
年
４
月
に
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
40

歳
以
上
の
人
が
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
て

介
護
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
社
会
保

険
で
す
。
65
歳
以
上
は
「
第
１
号
被
保
険

者
」、
40－

64
歳
は
「
第
２
号
被
保
険
者
」

と
な
り
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
は
、
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
原
因
を
問
わ
ず
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
号
被
保

険
者
は
、
加
齢
な
ど
に
起
因
す
る
特
定
の
16

疾
患
に
よ
っ
て
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合

に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
で
は
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
、
利
用
者
自
身
の
要
介
護
度
や
収
入
に
応

じ
て
１
割－

３
割
の
費
用
負
担
で
利
用
で
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）、
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
専
門
家
が
、
利
用
者

の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
、
要
介
護
認
定
手
続
き
の
流
れ
を
説
明
し

ま
す
。
久
留
米
市
で
は
11
か
所
の
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
介
護
保
険
認
定
申
請
書
を
現
住

所
の
市
区
町
村
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。
電
子

申
請
も
可
能
で
、
家
族
な
ど
が
申
請
を
代
行

で
き
ま
す
。
申
請
後
、
認
定
調
査
員
（
市
区

町
村
職
員
、
市
区
町
村
の
委
託
法
人
の
調
査

員
な
ど
）
に
よ
る
自
宅
訪
問
で
、
手
足
の
動

き
や
視
力
・
聴
力
、
排
泄
介
助
の
要
否
、
認

知
機
能
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を
受
け
ま

す
。
調
査
に
は
家
族
の
同
席
が
望
ま
し
く
、

普
段
の
様
子
を
正
し
く
把
握
し
て
も
ら
う
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

認
定
の
可
否
は
、 

①
訪
問
調
査
を
基
に
し

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
次
判
定
、 

②

介
護
認
定
審
査
会
（
市
区
町
村
の
付
属
機

関
）
で
の
主
治
医
意
見
書
を
踏
ま
え
た
二
次

判
定
－
で
決
ま
り
ま
す
（
図
表
１
）。
申
請

か
ら
原
則
30
日
以
内
に
、
市
区
町
村
か
ら
認

定
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会
は
、
医
師
を
中
心
に
歯

科
医
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
保
健
師
な
ど
専
門
家
５－

７
人
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
要
介
護
度
は
、
目
安
と
な
る
心

身
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
要
支
援
が
２
段

階
、
要
介
護
が
５
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す

（
図
表
２
）。

　

認
定
通
知
の
際
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
リ
ス

ト
が
一
緒
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
在
籍
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
な
ど
を
選
び
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
24
時
間
対
応
な
ど
サ
ー

ビ
ス
が
優
れ
て
い
る
事
業
所
を
認
定
し
、
特

定
事
業
所
加
算
で
優
遇
し
て
い
ま
す
。
加
算

状
況
は
、
同
省
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公

表
シ
ス
テ
ム
」（
図
表
４
）
な
ど
で
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択
す
る
際
に
役
に

立
ち
ま
す
。

　

久
留
米
市
は
現
在
、 

①
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
の
推
進
、 

②
認
知
症
施
策
の
推
進
、 

③

地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
、 

④
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
整
備
、 

⑤
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業―

と
い
う
重
点
項
目
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
状
態
が
良
く

な
っ
た
と
感
じ
る
人
が
約
１
割
い
ま
す
。
要

介
護
の
認
定
数
を
あ
る
程
度
抑
制
で
き
て
お

り
、
介
護
予
防
の
施
策
の
成
果
だ
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
計
画

は
、
久
留
米
市
以
外
に
も
大
牟
田
市
な
ど
朝

倉
・
筑
後
地
域
の
す
べ
て
の
市
町
村
で
策
定
・

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
よ
っ
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
利
用
方

法
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
相
談
窓
口

な
ど
を
知
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
活
用
く
だ
さ
い
。

　

主
治
医
の
場
合
、
介
護
認
定
審
査
会
へ
主

治
医
意
見
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
主

治
医
が
申
請
者
の
疾
病
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
記
す
も
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
一
次
判
定
や
介
護
認
定
審
査
会
で
の

二
次
判
定
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
専
門
家
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
一
次
判
定
結
果
や
主
治
医
意
見

書
に
基
づ
い
て
、
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
認

定
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
は
、
歴
史
的
に
医
師
同
士
の

緊
密
な
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
久

留
米
医
師
会
と
し
て
２
０
２
３
年
度
末
ま
で

の
６
か
年
計
画
で｢

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
久
留
米
」
を
目

指
し
て
、
久
留
米
市
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（Kurum
e lntegrated C

are System
 :

Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
は
、
久
留
米
歯
科
医
師
会
、
久
留

米
三
井
薬
剤
師
会
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
古

賀
病
院
21
、
久
留
米
総
合
病
院
、
久
留
米
大

学
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
の
開
業
医
や
訪
問
看
護
師
、
薬
剤

師
な
ど
に
加
え
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参

加
も
得
て
症
例
検
討
会
を
定
期
開
催
し
、
在

宅
医
療
の
ル
ー
ル
策
定
な
ど
実
績
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け

入
れ
に
柔
軟
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、

医
学
の
進
歩
を
背
景
と
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新

生
児
集
中
治
療
室
）
な
ど
に
長
期
入
院
し
た

後
、
引
き
続
き
人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う
な
ど

を
使
用
し
、
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど

の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
菫
の

こ
と
で
す
。
地
域
に
は
約
70
人
お
り
、
聖
マ

リ
ア
病
院
小
児
科
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
は
今
後
、
さ
ら
に
増
え
る

見
込
み
で
す
。
新
生
児
か
ら
15
歳
ま
で
は
久

留
米
大
学
病
院
や
聖
マ
リ
ア
病
院
の
小
児
科

で
診
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
の
「
移
行
期

の
ケ
ア
児
・
者
」
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
医
師

の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
進
ま
な
い
地
域
は
多
く
、
そ
の
原

因
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
や
医
療

者
の
協
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
医
師
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
る
地
域
で
は
、
多
職
種
連
携
が
円
滑

に
進
む
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
医
師
と

し
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
健
と
生
活

支
援
の
重
要
性
を
理
解
し
、
多
職
種
・
住
民

と
手
を
携
え
て
、
問
題
解
決
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、

身
体
の
状
態
や
生
活
能
力
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
で
、
そ
の
利
用
者
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）
や
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
）
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
（
図
表
３
）。

こ
れ
ら
の
利
用
条
件
や
費
用
の
計
算
方
法
は

複
雑
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
地
域
の

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
な
ど
に
詳

し
く
、
介
護
保
険
の
支
給
限
度
基
準
額
に
収

ま
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と
手
続
き
を

支
援
し
て
く
れ
ま
す
。
利
用
者
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
関
わ
る
費
用
を
負
担
す
る
必
要

は
な
く
、
市
区
町
村
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
①
要
介
護
で
の
居
宅

サ
ー
ビ
ス
、 

②
要
支
援
で
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、 

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
－
に
よ
っ
て
勤
務
先

が
異
な
り
ま
す
。

　

要
介
護
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
所
属
す
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
は
、
市
区
町
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
リ
ス
ト
か
ら
探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
久
留
米
市
な
ど
全
国
約

70
の
自
治
体
が
発
行
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
情
報
誌
「
ハ
ー
ト
ペ
ー
ジ
」
に
は
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
名
や
所
在
地
、
電
話
番

号
、
受
付
時
間
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
数

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
探
し
に
役
立
ち
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
は
「
併
設
型
」

と
「
独
立
型
」
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
併
設
型
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
併
設
さ
れ
、
全
体
の
９
割

を
占
め
ま
す
。
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
調

べ
れ
ば
、
事
業
所
の
特
徴
や
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
多
い
の
か
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
や
周
囲

の
口
コ
ミ
を
参
考
に
し
た
り
、
介
護
業
界
で

働
く
知
人
・
友
人
に
相
談
し
た
り
す
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。

　

要
支
援
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
一
般
的
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
が
委
託
し
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
が
自
立
的
な
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
）
を
作
成
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
の
調
整
や
介
護
保
険
施
設
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
勤
務
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
な
ど
を
依
頼

し
ま
す
。
施
設
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画

に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
に
関
わ
る
場
合

も
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
・
医
療
の
知
識

が
豊
富
で
な
け
れ
ば
、
利
用
者
や
家
族
の
要

望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
も
あ
れ
ば

利
用
者
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

よ
り
良
い
介
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
保
険
を
利
用

す
る
際
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
す
。
何
よ
り

も
、
利
用
者
や
家
族
の
立
場
を
考
え
て
要
望

を
し
っ
か
り
聞
い
た
り
、
て
い
ね
い
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
り
し
て
も
ら
え
る
か
、
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
所
属
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
が
居
宅
か
ら
近
い
と
、
急
ぎ
の
用
件
の
と

き
に
迅
速
に
対
応
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

所
属
事
業
所
の
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
押
し

つ
け
た
り
、
利
用
者
や
家
族
の
要
望
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
、
地
域
の
情
報
に
疎
く
専

門
知
識
が
偏
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
要
注
意
で
す
。「
相
性
」
が
悪
く
、

長
く
付
き
合
っ
て
い
く
の
は
難
し
そ
う
だ
と

感
じ
た
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
的
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介
護
度
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
と
判
定
さ
れ
た
利

用
者
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要

介
護
と
判
定
さ
れ
た
利
用
者
は
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
ま
す
。

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、 

①
自
宅
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
生
活
し
な
が
ら
受
け
る
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
、 

②
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
・
短
期

入
所
系
サ
ー
ビ
ス
、 

③
介
護
環
境
を
整
え
る

サ
ー
ビ
ス
－
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
＝
特
養
）、
介
護

老
人
保
健
施
設
（
老
健
）、
介
護
医
療
院－

の
公
的
介
護
施
設
に
入
所
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ま
す
。
特
養
は
原
則
、
要
介
護
３
以
上

で
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
生
活
が

困
難
な
場
合
、
生
活
支
援
や
介
護
を
受
け
ま

す
。
老
健
は
、状
態
が
安
定
し
て
い
る
場
合
、

在
宅
復
帰
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
た
ケ
ア
を
受
け
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
夜
間
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
に
対

応
し
た
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
訪
問
・
通
所
・
短
期
入

所
を
組
み
合
わ
せ
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
介
護
施
設
を
除
く
高
齢
者
向
け
住
ま

い
に
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
自
立
型
ケ
ア

ハ
ウ
ス
）、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
住
宅
型
・

介
護
付
き
）、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
入
居
す
る
上
で
何

を
優
先
す
る
か
、
利
用
者
や
家
族
な
り
の
価

値
基
準
が
必
要
で
す
。

　

特
養
や
老
健
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
、
主
な
設
置
主
体
が
社
会
福

祉
法
人
、
医
療
法
人
で
あ
る
公
的
施
設
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
比
較
的
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
人
気
が
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
入
居
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
低

所
得
者
を
優
遇
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
費

用
は
、
特
養
（
原
則
要
介
護
３
以
上
）
の
場

合
、
入
居
一
時
金
は
な
く
、
月
額
８
〜
13
万

円
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
間
施
設
の
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
な
ど
は
、
公
的
施
設
よ
り
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
多
様
で
す
が
、
費
用
は
高
め
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
留
米
市
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
に

は
、
居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
介
護
、
訪
問
看

護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
11
分
野
計
４
０
２
事
業
者
が
参
加
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
研
修
会
な
ど
を

通
じ
て
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
久

留
米
市
の
委
託
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
全
国
的
に
珍
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　超高齢社会の日本で、社会保障費を抑えながら「住まい」「医療」「介護」などのさまざまな面から
効率的に高齢者を支えるという「地域包括ケアシステム」。この国の政策の下、公的介護保険を利用す
る際の複雑な手続きの流れや注意点、利用計画を作るケアマネジャー（介護支援専門員）の役割、多
様なサービス・施設の利用方法について、それぞれの専門家に聞きました。

地域包括ケアシステムと介護保険

住民・他職種・行政がつながり、生活を支える
介護サービスの円滑利用のために。

図表２  要介護度と目安となる心身の状態イメージ
図表１  介護保険の要介護認定、サービス提供の流れ

食事や入浴、排せつなどの日常生活を１人で送ることがで
きるが、買い物や掃除、家事などに支援を必要とする。１

２

１

２

３

４

５

要支援

要介護

歩行や立ち上がりが不安定であるため、入浴で背中を洗
えなかったり杖や手すりを必要としたりする。
身体能力や認知機能が低下し、入浴や排せつ、着替え
などの複雑な動作に介護を必要とする。

物忘れなど認知機能の低下がみられ、お金の管理や服
薬、爪切りなど生活全般に見守りや介助を必要とする。

歩行器や車いすを使用しており、食事や歯磨きなど日常生
活において全体的な介助を必要とする。
理解力やコミュニケーション能力が低下し、自力で座った
り歩いたりできないなど全てにおいて介助が必要である。

寝たきりの状態で会話などのコミュニケーションさえ困難で
あり、おむつの交換や寝返りなどに介助を必要とする。

藤木達也
介護保険課
課長

田原由起子
介護保険課
主幹

溝江利商
地域福祉課
課長補佐

藤原誠二
地域福祉課
課長

久留米市健康福祉部

久
留
米
市
健
康
福
祉
部

介護保険申請書を提出
＊利用者・家族が市区町村に申請

介護認定審査会での二次判定
＊一次判定結果と主治医意見書で判定

訪問調査を受ける
＊介護認定調査員が居宅・施設を訪問し、 ①心身の状況、 ②特別な
医療に関する１２項目、 ③日常生活自立度　について聞き取り調査

コンピューター
による一次判定

居宅サービス計画を作る
＊居宅介護支援事業所の
ケアマネジャーに相談

居宅サービス
　訪問介護
　訪問看護
　通所介護
　短期入所　など

地域密着型サービス
　定期巡回・随時対応型訪問介護看護
　小規模多機能型居宅介護
　夜間対応型訪問介護
　認知症対応型共同生活介護　など

施設サービス
　介護老人福祉施設（特養）
　介護老人保健施設（老健）
　介護療養型医療施設
　介護医療院

＊介護療養型医療施設は
　2023 年度末まで

介護予防サービス
　介護予防訪問看護
　介護予防訪問介護
　介護予防居宅療養管理指導　など

地域密着型介護予防サービス
　介護予防小規模多機能型居宅介護
　介護予防認知症対応型通所介護　など

介護予防・日常生活支援総合事業
　訪問型サービス
　通所型サービス

介護予防サービス計画を作る
＊地域包括支援センターの
ケアマネジャーに相談

非該当 要支援 １・２ 要介護 １～５

施設サービス計画を作る
＊施設のケアマネジャーに相談

ケア
マネジャー

サービス
事業者

介護保険
施設

市区町村医 師

利用者
・家族

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
目
的
は

何
で
し
ょ
う
か

　

国
の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き

の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
選
ぶ
に
は
、
ど
う
し

た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

久
留
米
市
な
ど
の
取
り
組
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。



　

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

認
知
症
や
脳
血
管
疾
患
、
高
齢
に
よ

る
衰
弱
な
ど
に
よ
り
、
80－

84
歳
で

27
％
、
85
歳
以
上
で
59
％
の
人
が
、

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
介
護
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
施
設
介
護
を
受
け
ら
れ
る
高
齢

者
は
３
割
弱
で
、
７
割
以
上
は
在
宅

介
護
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

久
留
米
医
師
会
は
久
留
米
市
な
ど
と

連
携
し
、
独
自
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専

門
員
）
と
は
、
要
介
護
者
や
要
支
援

者
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
心

身
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
提
供
計
画「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
市
区
町
村
や
医
療
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
、
施
設
な
ど
と
の
連
絡

調
整
を
行
い
ま
す
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
、
要
介
護
者
や
要
支
援
者
が
安
心

し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の

に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
・
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
ケ
ア
（com

m
unity-based care

）

と
包
括
ケ
ア
（integrated care

）
の
二
つ

の
考
え
方
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、
地
域
の
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
多
職
種
が
市
区
町
村
や
住

民
と
連
携
し
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
介

護
予
防
、生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し
「
住

み
慣
れ
た
場
所
で
高
齢
者
を
含
む
住
民
の
生

活
を
支
え
合
う
仕
組
み
」
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。
完
成
目
標
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
。
地
域
＝
住
み
慣

れ
た
場
所
と
は
単
な
る
エ
リ
ア
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
味
し
、
生
活
圏
と
し
て

約
30
分
以
内
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、
個
々
人
が

具
体
的
に
介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
の
基
本
と
な
る
の
が
公
的
介
護
保
険
で

す
。
高
齢
者
の
介
護
・
介
護
予
防
を
社
会
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
国
が
２
０
０

０
年
４
月
に
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
40

歳
以
上
の
人
が
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
て

介
護
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
社
会
保

険
で
す
。
65
歳
以
上
は
「
第
１
号
被
保
険

者
」、
40－

64
歳
は
「
第
２
号
被
保
険
者
」

と
な
り
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
は
、
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
原
因
を
問
わ
ず
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
号
被
保

険
者
は
、
加
齢
な
ど
に
起
因
す
る
特
定
の
16

疾
患
に
よ
っ
て
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合

に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
で
は
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
、
利
用
者
自
身
の
要
介
護
度
や
収
入
に
応

じ
て
１
割－

３
割
の
費
用
負
担
で
利
用
で
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）、
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
専
門
家
が
、
利
用
者

の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
、
要
介
護
認
定
手
続
き
の
流
れ
を
説
明
し

ま
す
。
久
留
米
市
で
は
11
か
所
の
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
介
護
保
険
認
定
申
請
書
を
現
住

所
の
市
区
町
村
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。
電
子

申
請
も
可
能
で
、
家
族
な
ど
が
申
請
を
代
行

で
き
ま
す
。
申
請
後
、
認
定
調
査
員
（
市
区

町
村
職
員
、
市
区
町
村
の
委
託
法
人
の
調
査

員
な
ど
）
に
よ
る
自
宅
訪
問
で
、
手
足
の
動

き
や
視
力
・
聴
力
、
排
泄
介
助
の
要
否
、
認

知
機
能
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を
受
け
ま

す
。
調
査
に
は
家
族
の
同
席
が
望
ま
し
く
、

普
段
の
様
子
を
正
し
く
把
握
し
て
も
ら
う
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

認
定
の
可
否
は
、 

①
訪
問
調
査
を
基
に
し

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
次
判
定
、 

②

介
護
認
定
審
査
会
（
市
区
町
村
の
付
属
機

関
）
で
の
主
治
医
意
見
書
を
踏
ま
え
た
二
次

判
定
－
で
決
ま
り
ま
す
（
図
表
１
）。
申
請

か
ら
原
則
30
日
以
内
に
、
市
区
町
村
か
ら
認

定
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会
は
、
医
師
を
中
心
に
歯

科
医
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
保
健
師
な
ど
専
門
家
５－

７
人
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
要
介
護
度
は
、
目
安
と
な
る
心

身
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
要
支
援
が
２
段

階
、
要
介
護
が
５
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す

（
図
表
２
）。

　

認
定
通
知
の
際
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
リ
ス

ト
が
一
緒
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
在
籍
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
な
ど
を
選
び
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
24
時
間
対
応
な
ど
サ
ー

ビ
ス
が
優
れ
て
い
る
事
業
所
を
認
定
し
、
特

定
事
業
所
加
算
で
優
遇
し
て
い
ま
す
。
加
算

状
況
は
、
同
省
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公

表
シ
ス
テ
ム
」（
図
表
４
）
な
ど
で
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択
す
る
際
に
役
に

立
ち
ま
す
。

　

久
留
米
市
は
現
在
、 

①
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
の
推
進
、 

②
認
知
症
施
策
の
推
進
、 

③

地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
、 

④
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
整
備
、 

⑤
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業―

と
い
う
重
点
項
目
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
状
態
が
良
く

な
っ
た
と
感
じ
る
人
が
約
１
割
い
ま
す
。
要

介
護
の
認
定
数
を
あ
る
程
度
抑
制
で
き
て
お

り
、
介
護
予
防
の
施
策
の
成
果
だ
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
計
画

は
、
久
留
米
市
以
外
に
も
大
牟
田
市
な
ど
朝

倉
・
筑
後
地
域
の
す
べ
て
の
市
町
村
で
策
定
・

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
よ
っ
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
利
用
方

法
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
相
談
窓
口

な
ど
を
知
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
活
用
く
だ
さ
い
。

　

主
治
医
の
場
合
、
介
護
認
定
審
査
会
へ
主

治
医
意
見
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
主

治
医
が
申
請
者
の
疾
病
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
記
す
も
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
一
次
判
定
や
介
護
認
定
審
査
会
で
の

二
次
判
定
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
専
門
家
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
一
次
判
定
結
果
や
主
治
医
意
見

書
に
基
づ
い
て
、
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
認

定
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
は
、
歴
史
的
に
医
師
同
士
の

緊
密
な
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
久

留
米
医
師
会
と
し
て
２
０
２
３
年
度
末
ま
で

の
６
か
年
計
画
で｢

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
久
留
米
」
を
目

指
し
て
、
久
留
米
市
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（Kurum
e lntegrated C

are System
 :

Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
は
、
久
留
米
歯
科
医
師
会
、
久
留

米
三
井
薬
剤
師
会
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
古

賀
病
院
21
、
久
留
米
総
合
病
院
、
久
留
米
大

学
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
の
開
業
医
や
訪
問
看
護
師
、
薬
剤

師
な
ど
に
加
え
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参

加
も
得
て
症
例
検
討
会
を
定
期
開
催
し
、
在

宅
医
療
の
ル
ー
ル
策
定
な
ど
実
績
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け

入
れ
に
柔
軟
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、

医
学
の
進
歩
を
背
景
と
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新

生
児
集
中
治
療
室
）
な
ど
に
長
期
入
院
し
た

後
、
引
き
続
き
人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う
な
ど

を
使
用
し
、
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど

の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
菫
の

こ
と
で
す
。
地
域
に
は
約
70
人
お
り
、
聖
マ

リ
ア
病
院
小
児
科
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
は
今
後
、
さ
ら
に
増
え
る

見
込
み
で
す
。
新
生
児
か
ら
15
歳
ま
で
は
久

留
米
大
学
病
院
や
聖
マ
リ
ア
病
院
の
小
児
科

で
診
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
の
「
移
行
期

の
ケ
ア
児
・
者
」
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
医
師

の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
進
ま
な
い
地
域
は
多
く
、
そ
の
原

因
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
や
医
療

者
の
協
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
医
師
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
る
地
域
で
は
、
多
職
種
連
携
が
円
滑

に
進
む
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
医
師
と

し
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
健
と
生
活

支
援
の
重
要
性
を
理
解
し
、
多
職
種
・
住
民

と
手
を
携
え
て
、
問
題
解
決
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、

身
体
の
状
態
や
生
活
能
力
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
で
、
そ
の
利
用
者
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）
や
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
）
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
（
図
表
３
）。

こ
れ
ら
の
利
用
条
件
や
費
用
の
計
算
方
法
は

複
雑
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
地
域
の

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
な
ど
に
詳

し
く
、
介
護
保
険
の
支
給
限
度
基
準
額
に
収

ま
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と
手
続
き
を

支
援
し
て
く
れ
ま
す
。
利
用
者
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
関
わ
る
費
用
を
負
担
す
る
必
要

は
な
く
、
市
区
町
村
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
①
要
介
護
で
の
居
宅

サ
ー
ビ
ス
、 

②
要
支
援
で
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、 

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
－
に
よ
っ
て
勤
務
先

が
異
な
り
ま
す
。

　

要
介
護
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
所
属
す
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
は
、
市
区
町
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
リ
ス
ト
か
ら
探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
久
留
米
市
な
ど
全
国
約

70
の
自
治
体
が
発
行
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
情
報
誌
「
ハ
ー
ト
ペ
ー
ジ
」
に
は
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
名
や
所
在
地
、
電
話
番

号
、
受
付
時
間
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
数

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
探
し
に
役
立
ち
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
は
「
併
設
型
」

と
「
独
立
型
」
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
併
設
型
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
併
設
さ
れ
、
全
体
の
９
割

を
占
め
ま
す
。
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
調

べ
れ
ば
、
事
業
所
の
特
徴
や
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
多
い
の
か
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
や
周
囲

の
口
コ
ミ
を
参
考
に
し
た
り
、
介
護
業
界
で

働
く
知
人
・
友
人
に
相
談
し
た
り
す
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。

　

要
支
援
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
一
般
的
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
が
委
託
し
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
が
自
立
的
な
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
）
を
作
成
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
の
調
整
や
介
護
保
険
施
設
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
勤
務
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
な
ど
を
依
頼

し
ま
す
。
施
設
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画

に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
に
関
わ
る
場
合

も
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
・
医
療
の
知
識

が
豊
富
で
な
け
れ
ば
、
利
用
者
や
家
族
の
要

望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
も
あ
れ
ば

利
用
者
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

よ
り
良
い
介
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
保
険
を
利
用

す
る
際
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
す
。
何
よ
り

も
、
利
用
者
や
家
族
の
立
場
を
考
え
て
要
望

を
し
っ
か
り
聞
い
た
り
、
て
い
ね
い
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
り
し
て
も
ら
え
る
か
、
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
所
属
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
が
居
宅
か
ら
近
い
と
、
急
ぎ
の
用
件
の
と

き
に
迅
速
に
対
応
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

所
属
事
業
所
の
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
押
し

つ
け
た
り
、
利
用
者
や
家
族
の
要
望
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
、
地
域
の
情
報
に
疎
く
専

門
知
識
が
偏
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
要
注
意
で
す
。「
相
性
」
が
悪
く
、

長
く
付
き
合
っ
て
い
く
の
は
難
し
そ
う
だ
と

感
じ
た
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
的
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介
護
度
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
と
判
定
さ
れ
た
利

用
者
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要

介
護
と
判
定
さ
れ
た
利
用
者
は
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
ま
す
。

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、 

①
自
宅
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
生
活
し
な
が
ら
受
け
る
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
、 

②
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
・
短
期

入
所
系
サ
ー
ビ
ス
、 

③
介
護
環
境
を
整
え
る

サ
ー
ビ
ス
－
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
＝
特
養
）、
介
護

老
人
保
健
施
設
（
老
健
）、
介
護
医
療
院－

の
公
的
介
護
施
設
に
入
所
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ま
す
。
特
養
は
原
則
、
要
介
護
３
以
上

で
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
生
活
が

困
難
な
場
合
、
生
活
支
援
や
介
護
を
受
け
ま

す
。
老
健
は
、状
態
が
安
定
し
て
い
る
場
合
、

在
宅
復
帰
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
た
ケ
ア
を
受
け
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
夜
間
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
に
対

応
し
た
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
訪
問
・
通
所
・
短
期
入

所
を
組
み
合
わ
せ
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
介
護
施
設
を
除
く
高
齢
者
向
け
住
ま

い
に
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
自
立
型
ケ
ア

ハ
ウ
ス
）、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
住
宅
型
・

介
護
付
き
）、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
入
居
す
る
上
で
何

を
優
先
す
る
か
、
利
用
者
や
家
族
な
り
の
価

値
基
準
が
必
要
で
す
。

　

特
養
や
老
健
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
、
主
な
設
置
主
体
が
社
会
福

祉
法
人
、
医
療
法
人
で
あ
る
公
的
施
設
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
比
較
的
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
人
気
が
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
入
居
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
低

所
得
者
を
優
遇
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
費

用
は
、
特
養
（
原
則
要
介
護
３
以
上
）
の
場

合
、
入
居
一
時
金
は
な
く
、
月
額
８
〜
13
万

円
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
間
施
設
の
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
な
ど
は
、
公
的
施
設
よ
り
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
多
様
で
す
が
、
費
用
は
高
め
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
留
米
市
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
に

は
、
居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
介
護
、
訪
問
看

護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
11
分
野
計
４
０
２
事
業
者
が
参
加
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
研
修
会
な
ど
を

通
じ
て
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
久

留
米
市
の
委
託
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
全
国
的
に
珍
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
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多
職
種
・
住
民
連
携
を

リ
ー
ド
す
る

久
留
米
医
師
会
理
事

牟
田
文
彦

希
望
や
心
身
に
応
じ
て

最
適
プ
ラ
ン

福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会
筑
後
支
部
理
事

山
田
明
美

▷厚生労働省「介護サービス情報公表システム」（介護事業所・生活関連情報検索）（https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/）
▷公益財団法人長寿科学振興財団「健康長寿ネット」（https://www.tyojyu.or.jp/net/kaigo-seido/index.html）

図表 3  介護サービス一覧

図表 4  介護保険サービスを知るためのサイト

医
師
・
医
師
会

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）

利用
場所

居宅サービス計画

施設に通い利用

自宅で利用

居宅介護支援（ケアマネジャー）
通所介護（デイサービス）
通所リハビリテーション（デイケア）
介護予防通所リハビリテーション
従前相当通所型サービス
地域密着型通所介護
療養通所介護
認知症対応型通所介護
介護予防認知症対応型通所介護
短期入所生活介護（ショートステイ）
介護予防短期入所生活介護
短期入所療養介護（医療型ショートステイ）
介護予防短期入所療養介護
訪問介護（ホームヘルプ）
訪問入浴介護
介護予防訪問入浴介護
訪問看護
介護予防訪問看護
訪問リハビリテーション
介護予防訪問リハビリテーション
居宅寮管理指導
介護予防居宅寮管理指導

種 別 サービス名

自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
利
用

利用
場所

自宅で利用

自宅と通いの
複合

公的施設
＝社会福祉法人
や自治体が運営

民間施設
＝利用者ニーズに
応じ集客

夜間対応型訪問介護
定期巡回・随時対応型訪問介護看護（連携型）
福祉用具貸与
介護予防福祉用具貸与
特定福祉用具販売
介護予防特定福祉用具販売
居宅介護住宅改修
介護予防居宅介護住宅改修
小規模多機能型居宅介護
介護予防小規模多機能型居宅介護
看護小規模多機能型居宅介護
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設（老健）
介護療養型医療施設＝2024年3月末廃止予定
介護医療院

特定施設入居者生活介護（有料老人ホームなど）
介護予防特定施設入居者生活介護
地域密着型特定施設入居者生活介護
認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
介護予防認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
（小規模特別養護老人ホーム）

種 別 サービス名

自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
利
用

自
宅
か
ら
移
住
し
て
利
用

　

要
介
護
認
定
の
際
の
医
師
の
役
割
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
に
果
た
す
医

師
の
役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
り

組
み
と
は
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
ど
う
や
っ
て
探
す

の
で
す
か
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

何
を
す
る
の
で
す
か
。

サービス名に「介護予防」とある介護予防サービスは、要支援の場合に利用できる。生活機能を維持・向上させ、要介護状態の予防に適している。
緑字表記の地域密着型サービスは、要支援、要介護の住民が住み慣れた地域で生活できるよう、市区町村が地域の実情に合わせて整備する。

介護予防サービス
地域密着型サービス



　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、

高
齢
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
尊
厳
が

守
ら
れ
た
生
活
の
基
盤
と
な
る
「
住

ま
い
」
が
整
備
さ
れ
、
高
齢
者
の
希

望
と
経
済
力
に
基
づ
く「
住
ま
い
方
」

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
向
け
入
所
型
施
設
に
は
「
介
護
施

設
」
や
「
介
護
施
設
を
除
く
老
人
ホ
ー

ム
」と
し
て
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

利
用
者
は
そ
の
特
徴
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
を
基

盤
と
し
た
ケ
ア
（com

m
unity-based care

）

と
包
括
ケ
ア
（integrated care

）
の
二
つ

の
考
え
方
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、
地
域
の
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
多
職
種
が
市
区
町
村
や
住

民
と
連
携
し
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
介

護
予
防
、生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し
「
住

み
慣
れ
た
場
所
で
高
齢
者
を
含
む
住
民
の
生

活
を
支
え
合
う
仕
組
み
」
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。
完
成
目
標
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
。
地
域
＝
住
み
慣

れ
た
場
所
と
は
単
な
る
エ
リ
ア
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
味
し
、
生
活
圏
と
し
て

約
30
分
以
内
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、
個
々
人
が

具
体
的
に
介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
の
基
本
と
な
る
の
が
公
的
介
護
保
険
で

す
。
高
齢
者
の
介
護
・
介
護
予
防
を
社
会
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
国
が
２
０
０

０
年
４
月
に
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
40

歳
以
上
の
人
が
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
て

介
護
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
社
会
保

険
で
す
。
65
歳
以
上
は
「
第
１
号
被
保
険

者
」、
40－

64
歳
は
「
第
２
号
被
保
険
者
」

と
な
り
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
は
、
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
原
因
を
問
わ
ず
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
号
被
保

険
者
は
、
加
齢
な
ど
に
起
因
す
る
特
定
の
16

疾
患
に
よ
っ
て
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合

に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
で
は
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
、
利
用
者
自
身
の
要
介
護
度
や
収
入
に
応

じ
て
１
割－

３
割
の
費
用
負
担
で
利
用
で
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）、
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
専
門
家
が
、
利
用
者

の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
、
要
介
護
認
定
手
続
き
の
流
れ
を
説
明
し

ま
す
。
久
留
米
市
で
は
11
か
所
の
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
介
護
保
険
認
定
申
請
書
を
現
住

所
の
市
区
町
村
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。
電
子

申
請
も
可
能
で
、
家
族
な
ど
が
申
請
を
代
行

で
き
ま
す
。
申
請
後
、
認
定
調
査
員
（
市
区

町
村
職
員
、
市
区
町
村
の
委
託
法
人
の
調
査

員
な
ど
）
に
よ
る
自
宅
訪
問
で
、
手
足
の
動

き
や
視
力
・
聴
力
、
排
泄
介
助
の
要
否
、
認

知
機
能
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を
受
け
ま

す
。
調
査
に
は
家
族
の
同
席
が
望
ま
し
く
、

普
段
の
様
子
を
正
し
く
把
握
し
て
も
ら
う
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

認
定
の
可
否
は
、 

①
訪
問
調
査
を
基
に
し

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
一
次
判
定
、 

②

介
護
認
定
審
査
会
（
市
区
町
村
の
付
属
機

関
）
で
の
主
治
医
意
見
書
を
踏
ま
え
た
二
次

判
定
－
で
決
ま
り
ま
す
（
図
表
１
）。
申
請

か
ら
原
則
30
日
以
内
に
、
市
区
町
村
か
ら
認

定
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会
は
、
医
師
を
中
心
に
歯

科
医
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
、
保
健
師
な
ど
専
門
家
５－

７
人
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
要
介
護
度
は
、
目
安
と
な
る
心

身
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
要
支
援
が
２
段

階
、
要
介
護
が
５
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す

（
図
表
２
）。

　

認
定
通
知
の
際
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
リ
ス

ト
が
一
緒
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
在
籍
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
な
ど
を
選
び
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
24
時
間
対
応
な
ど
サ
ー

ビ
ス
が
優
れ
て
い
る
事
業
所
を
認
定
し
、
特

定
事
業
所
加
算
で
優
遇
し
て
い
ま
す
。
加
算

状
況
は
、
同
省
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公

表
シ
ス
テ
ム
」（
図
表
４
）
な
ど
で
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択
す
る
際
に
役
に

立
ち
ま
す
。

　

久
留
米
市
は
現
在
、 

①
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
の
推
進
、 

②
認
知
症
施
策
の
推
進
、 

③

地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
、 

④
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
整
備
、 

⑤
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業―

と
い
う
重
点
項
目
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
状
態
が
良
く

な
っ
た
と
感
じ
る
人
が
約
１
割
い
ま
す
。
要

介
護
の
認
定
数
を
あ
る
程
度
抑
制
で
き
て
お

り
、
介
護
予
防
の
施
策
の
成
果
だ
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
計
画

は
、
久
留
米
市
以
外
に
も
大
牟
田
市
な
ど
朝

倉
・
筑
後
地
域
の
す
べ
て
の
市
町
村
で
策
定
・

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
よ
っ
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
利
用
方

法
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
相
談
窓
口

な
ど
を
知
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
活
用
く
だ
さ
い
。

　

主
治
医
の
場
合
、
介
護
認
定
審
査
会
へ
主

治
医
意
見
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
主

治
医
が
申
請
者
の
疾
病
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
記
す
も
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
一
次
判
定
や
介
護
認
定
審
査
会
で
の

二
次
判
定
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
専
門
家
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
一
次
判
定
結
果
や
主
治
医
意
見

書
に
基
づ
い
て
、
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
認

定
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
は
、
歴
史
的
に
医
師
同
士
の

緊
密
な
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
久

留
米
医
師
会
と
し
て
２
０
２
３
年
度
末
ま
で

の
６
か
年
計
画
で｢

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
久
留
米
」
を
目

指
し
て
、
久
留
米
市
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（Kurum
e lntegrated C

are System
 :

Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
は
、
久
留
米
歯
科
医
師
会
、
久
留

米
三
井
薬
剤
師
会
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
古

賀
病
院
21
、
久
留
米
総
合
病
院
、
久
留
米
大

学
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
の
開
業
医
や
訪
問
看
護
師
、
薬
剤

師
な
ど
に
加
え
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参

加
も
得
て
症
例
検
討
会
を
定
期
開
催
し
、
在

宅
医
療
の
ル
ー
ル
策
定
な
ど
実
績
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

久
留
米
地
域
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け

入
れ
に
柔
軟
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、

医
学
の
進
歩
を
背
景
と
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新

生
児
集
中
治
療
室
）
な
ど
に
長
期
入
院
し
た

後
、
引
き
続
き
人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う
な
ど

を
使
用
し
、
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど

の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
菫
の

こ
と
で
す
。
地
域
に
は
約
70
人
お
り
、
聖
マ

リ
ア
病
院
小
児
科
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
は
今
後
、
さ
ら
に
増
え
る

見
込
み
で
す
。
新
生
児
か
ら
15
歳
ま
で
は
久

留
米
大
学
病
院
や
聖
マ
リ
ア
病
院
の
小
児
科

で
診
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
の
「
移
行
期

の
ケ
ア
児
・
者
」
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
医
師

の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
進
ま
な
い
地
域
は
多
く
、
そ
の
原

因
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
や
医
療

者
の
協
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
医
師
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
る
地
域
で
は
、
多
職
種
連
携
が
円
滑

に
進
む
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
医
師
と

し
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
健
と
生
活

支
援
の
重
要
性
を
理
解
し
、
多
職
種
・
住
民

と
手
を
携
え
て
、
問
題
解
決
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、

身
体
の
状
態
や
生
活
能
力
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
で
、
そ
の
利
用
者
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）
や
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
）
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
（
図
表
３
）。

こ
れ
ら
の
利
用
条
件
や
費
用
の
計
算
方
法
は

複
雑
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
地
域
の

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
費
用
な
ど
に
詳

し
く
、
介
護
保
険
の
支
給
限
度
基
準
額
に
収

ま
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
と
手
続
き
を

支
援
し
て
く
れ
ま
す
。
利
用
者
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
関
わ
る
費
用
を
負
担
す
る
必
要

は
な
く
、
市
区
町
村
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
①
要
介
護
で
の
居
宅

サ
ー
ビ
ス
、 

②
要
支
援
で
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、 

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
－
に
よ
っ
て
勤
務
先

が
異
な
り
ま
す
。

　

要
介
護
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
所
属
す
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
は
、
市
区
町
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
リ
ス
ト
か
ら
探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
久
留
米
市
な
ど
全
国
約

70
の
自
治
体
が
発
行
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
情
報
誌
「
ハ
ー
ト
ペ
ー
ジ
」
に
は
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
名
や
所
在
地
、
電
話
番

号
、
受
付
時
間
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
数

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
探
し
に
役
立
ち
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
は
「
併
設
型
」

と
「
独
立
型
」
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
併
設
型
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
併
設
さ
れ
、
全
体
の
９
割

を
占
め
ま
す
。
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
調

べ
れ
ば
、
事
業
所
の
特
徴
や
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
多
い
の
か
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
や
周
囲

の
口
コ
ミ
を
参
考
に
し
た
り
、
介
護
業
界
で

働
く
知
人
・
友
人
に
相
談
し
た
り
す
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。

　

要
支
援
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
、
一
般
的
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
が
委
託
し
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
が
自
立
的
な
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
）
を
作
成
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
の
調
整
や
介
護
保
険
施
設
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
勤
務
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
な
ど
を
依
頼

し
ま
す
。
施
設
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画

に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
に
関
わ
る
場
合

も
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
・
医
療
の
知
識

が
豊
富
で
な
け
れ
ば
、
利
用
者
や
家
族
の
要

望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
も
あ
れ
ば

利
用
者
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

よ
り
良
い
介
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
保
険
を
利
用

す
る
際
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
す
。
何
よ
り

も
、
利
用
者
や
家
族
の
立
場
を
考
え
て
要
望

を
し
っ
か
り
聞
い
た
り
、
て
い
ね
い
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
り
し
て
も
ら
え
る
か
、
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
所
属
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
が
居
宅
か
ら
近
い
と
、
急
ぎ
の
用
件
の
と

き
に
迅
速
に
対
応
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

所
属
事
業
所
の
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
押
し

つ
け
た
り
、
利
用
者
や
家
族
の
要
望
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
、
地
域
の
情
報
に
疎
く
専

門
知
識
が
偏
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
要
注
意
で
す
。「
相
性
」
が
悪
く
、

長
く
付
き
合
っ
て
い
く
の
は
難
し
そ
う
だ
と

感
じ
た
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
的
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介
護
度
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
と
判
定
さ
れ
た
利

用
者
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要

介
護
と
判
定
さ
れ
た
利
用
者
は
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
ま
す
。

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、 

①
自
宅
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
生
活
し
な
が
ら
受
け
る
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
、 

②
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
・
短
期

入
所
系
サ
ー
ビ
ス
、 

③
介
護
環
境
を
整
え
る

サ
ー
ビ
ス
－
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
＝
特
養
）、
介
護

老
人
保
健
施
設
（
老
健
）、
介
護
医
療
院－

の
公
的
介
護
施
設
に
入
所
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ま
す
。
特
養
は
原
則
、
要
介
護
３
以
上

で
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
生
活
が

困
難
な
場
合
、
生
活
支
援
や
介
護
を
受
け
ま

す
。
老
健
は
、状
態
が
安
定
し
て
い
る
場
合
、

在
宅
復
帰
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
た
ケ
ア
を
受
け
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
夜
間
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
に
対

応
し
た
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
訪
問
・
通
所
・
短
期
入

所
を
組
み
合
わ
せ
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
介
護
施
設
を
除
く
高
齢
者
向
け
住
ま

い
に
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
自
立
型
ケ
ア

ハ
ウ
ス
）、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
住
宅
型
・

介
護
付
き
）、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
入
居
す
る
上
で
何

を
優
先
す
る
か
、
利
用
者
や
家
族
な
り
の
価

値
基
準
が
必
要
で
す
。

　

特
養
や
老
健
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
、
主
な
設
置
主
体
が
社
会
福

祉
法
人
、
医
療
法
人
で
あ
る
公
的
施
設
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
比
較
的
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
人
気
が
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
入
居
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
低

所
得
者
を
優
遇
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
費

用
は
、
特
養
（
原
則
要
介
護
３
以
上
）
の
場

合
、
入
居
一
時
金
は
な
く
、
月
額
８
〜
13
万

円
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
間
施
設
の
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
な
ど
は
、
公
的
施
設
よ
り
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
多
様
で
す
が
、
費
用
は
高
め
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
留
米
市
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
に

は
、
居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
介
護
、
訪
問
看

護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
11
分
野
計
４
０
２
事
業
者
が
参
加
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
研
修
会
な
ど
を

通
じ
て
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
久

留
米
市
の
委
託
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
全
国
的
に
珍
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
移
植
は
、
臓
器
不
全
で
死
に
瀕
し
て

い
る
患
者
を
助
け
る
唯
一
の
救
命
法
で
す
。

そ
れ
に
は
健
康
な
方
、
あ
る
い
は
心
停
止
後

や
脳
死
患
者
か
ら
の
臓
器
の
提
供
が
必
要
で

す
。
脳
死
臓
器
提
供
者
は
、
米
国
や
韓
国
で

は
10
年
前
と
比
べ
て
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
待
機
患
者
の
多
く
が
移
植

を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
移
植
に
か
か
る
費
用
は
す
べ
て
保
険

適
応
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
海
外
で
移
植
を

う
け
る
渡
航
移
植
で
は
、
高
額
な
医
療
費
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。
日

本
に
は
移
植
を
望
む
多
く
の
患
者
と
優
れ
た

移
植
外
科
医
が
お
り
、
世
界
中
で
使
わ
れ
る

免
疫
抑
制
剤
も
日
本
の
製
薬
会
社
が
開
発
し

た
も
の
で
す
。
た
だ
一
つ
、
患
者
を
助
け
る

臓
器
が
足
り
な
い
の
で
す
。

　

２
０
１
０
年
に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
提
供
を
拒
否
し
て
い

な
い
限
り
、
す
べ
て
の
年
齢
層
の
患
者
さ
ん

か
ら
臓
器
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
改

正
前
に
比
べ
て
脳
死
臓
器
提
供
者
数
は
増
え

ま
し
た
が
、
年
間
１
０
０
例
前
後
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
移
植
さ
れ
る
臓
器
は
、
突

発
的
な
事
故
や
病
気
で
脳
死
に
な
っ
た
方
か

ら
提
供
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
常
日
頃
か
ら

脳
死
と
臓
器
提
供
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

最
近
の
内
閣
府
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
臓

器
移
植
に
関
心
が
あ
る
方
や
、
そ
の
意
思
を

保
険
証
や
運
転
免
許
証
に
表
示
す
る
制
度
の

認
知
度
は
60
％
以
上
で
す
が
、
実
際
に
意
思

を
表
示
し
て
い
る
方
は
６
・
７
％
、
そ
れ
を

家
族
ま
た
は
親
し
い
方
に
話
し
て
い
る
方
は

３
・
５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
意
思
表
示
し
な

い
理
由
と
し
て
、
不
安
感
や
抵
抗
感
が
あ

る
、
意
思
が
ま
だ
決
ま
ら
な
い
、
分
か
ら
な

い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
脳
死
臓
器
提
供
が
世
界
で
一
番
多
い
米

国
で
は
、
小
学
校
の
授
業
で
脳
死
を
「
人
の

死
」
と
し
て
教
え
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
脳
死
臓
器
提
供
者
数
は
１
０
０
０

例
を
超
え
ま
し
た
。
提
供
は
、
大
学
病
院
な

ど
の
５
類
型
認
定
施
設
で
の
家
族
へ
の
選
択

肢
提
示
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
大
半
の
施
設
で

は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
懸
命

な
救
命
活
動
に
加
え
て
、
意
思
表
示
の
確

認
、
家
族
と
の
話
し
合
い
、
臓
器
提
供
の
選

択
肢
提
示
、ド
ナ
ー
管
理
、脳
死
判
定
な
ど
、

医
療
現
場
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
た
め
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
臓
器
提
供
の
８
割
以
上
は

家
族
か
ら
の
申
し
出
で
し
た
。
日
頃
か
ら
臓

器
提
供
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
「
助
か
る
命
を
助
け
ら
れ
る
国
に
」
と
の

標
語
は
、
ド
イ
ツ
で
永
年
心
臓
外
科
医
と
し

て
活
躍
し
、
多
く
の
日
本
人
を
心
臓
移
植
で

救
っ
て
き
た
南
和
友
先
生
（
ド
イ
ツ
・
ボ
ッ

フ
ム
大
学
永
代
教
授
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト

ｔ
ｏ
ハ
ー
ト
理
事
長
）
の
言
葉
で
す
。
彼
は

ド
イ
ツ
で
、
私
は
米
国
で
た
く
さ
ん
の
患
者

を
手
術
し
ま
し
た
が
、
と
も
に
「
日
本
も
臓

器
移
植
で
命
を
救
え
る
よ
う
に
」
と
決
意
、

20
数
年
前
に
帰
国
し
て
以
来
、
移
植
推
進
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
臓
器
移
植
法
が
出

来
て
27
年
。
臓
器
移
植
の
歩
み
は
遅
々
た
る

も
の
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
あ
る
女
流
作
家
が
「
臓
器
移
植
は

重
層
的
な
社
会
の
成
熟
度
の
現
れ
だ
」
と
述

べ
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
考
え
、
判
断
し
、

そ
れ
を
医
療
界
と
国
が
支
え
る
、
お
お
ら
か

で
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
優
し
い
社
会
。
そ

ん
な
社
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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　臓器の移植に関する法律」が制定されて２０年以上。海外と比較して、いまだにわが国では脳死移植
は普及しておらず、移植で助かる多くの命が失われています。一般財団法人久留米・筑後移植医療推進
財団理事の藤堂省先生に、日本における臓器移植の現状を伺いました。

移  植  医  療

思いやりある成熟社会めざして

助かる命を助けられる国に。

１
９
７
１
年
九
州
大
学
医
学
部
卒
。
１
９
９
４
年
米
国
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
大
学
教
授
、
１
９
９
７
年
北
海
道
大
学
教
授
、
２

０
１
３
年
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
大
学
院
特
任
教
授
を
歴
任
。

現
在
、
社
会
医
療
法
人
天
神
会
新
古
賀
病
院
顧
問
。

一般財団法人
久留米・筑後移植
医療推進財団理事 
とうどう    さとる

藤堂  省

脳
死
提
供
、年
間
わ
ず
か
１
０
０
例

多
く
の
患
者
が
待
機
中
に
死
亡

失
わ
れ
続
け
て
い
る
多
く
の
命

医
療
現
場
の
負
担
ど
う
す
る

暮
ら
し
の
基
盤
を

切
れ
目
な
く
提
供

久
留
米
市
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議
会

理
事
長

重
永
啓
輔

介
護
保
険
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
選
択
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種

類
が
あ
る
の
で
す
か
。

　

協
議
会
の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
で
す
か
。


